
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

―
磯
漁
民
（
見
突
き
漁
民
）
の
漁
撈
伝
承
研
究
―

田

T

悟

要
　
旨

わ
が
国
沿
岸
の
ム
ラ
（
村
）
の
中
に
は
、
地
先
の
磯
漁
場
で
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
貝
類
、
ワ
カ
メ
な
ど
の
藻
類
、
タ
コ
、
ナ
マ
コ
、
磯

魚
な
ど
の
捕
採
を
お
こ
な
っ
て
き
た
人
々
が
い
る
。
そ
れ
が
生
計
の
主
要
な
部
分
を
し
め
、
生
業
な
り
わ
い

と
し
て
い
る
人
も
多
い
。
こ
の
よ
う

な
捕
採
対
象
物
の
漁
獲
方
法
を
み
る
と
、
地
域
差
が
あ
り
、
同
じ
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
見
突
き
漁
に
よ
る
村
、
裸
潜

水
漁
に
よ
る
村
、
そ
の
両
方
の
漁
法
を
組
み
あ
わ
せ
て
い
る
村
や
個
人
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
あ
つ
か
う
神
奈
川
県
三
浦
市

（
三
崎
町
）
城
ヶ
島
は
、
見
突
き
漁
、
す
な
わ
ち
、
地
元
で
い
う
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」（
舫
d
）
と
裸
潜
水
漁
の
組
み
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
磯

の
漁
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
本
稿
は
そ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

磯
漁
　
イ
ソ
ミ
（
磯
見
）
漁
　
見
突
き
漁
　
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
舫
d
）

ア
ワ
ビ
　
サ
ザ
エ
　
磯
漁
　
海
村
文
化
　
漁
撈
伝
承
　
海
浜
生
活

一

〈
論
　
文
（
民
俗
学
）
〉
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目
　
　
次

（1）

研
究
目
的
（
承
前
）

（2）

磯
漁
の
伝
統
的
存
在
形
態
に
関
す
る
実
証
的
調
査
と
研
究

[Ⅰ]
神
奈
川
県
三
浦
市
城
ヶ
島
の
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」（
舫
d
）

（
一
）
は
じ
め
に

（
二
）
地
域
の
史
的
背
景
な
ど

（
三
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

（
四
）
農
業
生
産
暦
と
農
業

（
五
）
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
法
）
と
漁
具

（
六
）
そ
の
他
の
漁
法
と
漁
具

（
七
）
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
そ
の
他
の
聞
取
り

（
八
）
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ
（
漁
船
）
と
漁
具

（
九
）
ま
と
め



（1）
研
究
目
的
（
承
前
）

わ
が
国
で
は
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な
ど
の
貝
類
、
ワ
カ
メ
、
カ
ジ
メ
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
海
藻
類
を
は
じ
め
と
す
る
魚
貝
藻
（
魚
介
）

類
は
、
古
代
か
ら
裸
潜
水
漁
撈
者
（
海
士
・
海
女
・
蜑
人
）
に
よ
っ
て
捕
採
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
以
外
に
、
海
浜
生
活
を
営
む
磯
漁
民
（
見
突
き
漁
民
）
に
よ
っ
て
も
捕
採
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
今
日
ま
で
、
裸
潜
水
漁
撈
者
（
ア
マ
）
に
よ
る
捕
採
に
か
か
わ
る
漁
撈
習
俗
な
ど
の
調
査
・
研
究
に
関
し
て
は
か
な

り
の
実
績
が
あ
る
反
面
、
磯
漁
民
（
見
突
き
漁
民
）
の
実
態
は
十
分
に
調
査
・
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
調
査
研
究
は
今
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
実
態
調
査
に
よ
る
事
例
研
究
で
あ
り
、
後
日
、
日
本
全
域
に

お
け
る
磯
漁
民
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
や
歴
史
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
事
例
で
あ
り
一
里
塚
で
あ
る
。
研
究
の
目
的
は
そ
れ

ら
の
集
大
成
に
あ
る
。

（2）
磯
漁
の
伝
統
的
存
在
形
態
に
関
す
る
実
証
的
調
査
と
研
究

[Ⅰ]
神
奈
川
県
三
浦
市
城
ヶ
島
の
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」（
舫
d
）

（
一
）
は
じ
め
に

三

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]

田
　
T
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神奈川県三浦三崎 
　国土地理院発行　1：25,000



本
調
査
地
は
神
奈
川
県
の
三
浦
半
島
南
端
に
位
置
す
る
三
浦
市
城
ヶ
島
で
あ
る
。
こ
の
島
は
対
岸
の
旧
三
浦
市
三
崎
町
と
約
三
百
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
は
な
れ
、
三
崎
瀬
戸
に
よ
っ
て
久
し
い
あ
い
だ
島
社
会
を
形
成
し
て
き
た
。
面
積
は
お
よ
そ
〇
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

世
帯
数
二
三
二
世
帯
、
人
口
六
一
八
人
を
数
え
る
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
現
在
）

昭
和
三
十
五
年
に
城
ヶ
島
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
島
と
し
て
の
実
質
的
な
社
会
生
活
は
失
わ
れ
た
が
、
す
く
な
く
と
も
近
世
中
期
か

ら
続
い
た
一
島
一
村
の
伝
統
生
活
の
中
に
地
縁
、
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
た
社
会
構
造
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。（
地
図
参
照
）

（
二
）
地
域
の
史
的
背
景
な
ど

『
皇
国
地
誌
』
残
稿
中
に
、「
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
一
村
ヲ
ナ
ス
ト
云
フ
」
と
み
え
る
こ
と
や
、『
城じ
ょ
う
む
ら
旧
記
写
』（
嘉
永
六

年
）
の
中
に
「
正
保
年
中
（
一
六
四
四
〜
四
七
）
に
和
泉
国
よ
り
三
人
連
れ
の
魚
商
が
き
て
、
呑ど

海が

屋や

長
左
衛
門
と
星
野
権
兵
衛
は
城

村
に
住
み
、
新
明
八
左
衛
門
は
西
の
浜
に
居
住
し
て
小
買
を
は
じ
め
、
諸
魚
を
買
取
り
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
江
戸
の
新
肴
場

し
ん
さ
か
な
ば

へ
送
る
こ
と
を
は
じ
め
た
」
が
、
そ
の
後
、
城
村
に
住
ん
で
い
た
星
野
権
兵
衛
が
元
文
三
年
（
一
七
三
九
）
に
城
ヶ
島
に
移
り
住
み
、

魚
商
を
お
こ
な
っ
た
と
み
え
る
。

こ
の
よ
う
に
『
皇
国
地
誌
』
な
ど
の
記
載
か
ら
、
江
戸
へ
鮮
魚
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
業
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
時

代
の
漁
業
集
落
成
立
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
三
浦
古
尋
録
』
に
よ
れ
ば
、「
戸
数
六
十
九
戸
、
浦
賀
御
奉
行
支
配
、
高
三
十
三

五

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]

田
　
T



石
五
斗
一
升
余
」
と
み
え
、
石
高
は
「
天
保
郷
帳
」
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、『
三
浦
古
尋
録
』
の
中
に
、「
此
処
ノ
漁
業
者
ハ
当
嶋
及
ヒ
諸
州
エ
出
テ
海
底
入
鮑ア

ワ
ビ
ヲ
取
テ
作
業
ト
ス
　
是
ヲ
蜑ア
マ

丁
ト
モ
云
泉ア

郎マ

ト
云
々
　
昔
シ
此
島
ニ
尉
ト
云
者
住
故
尉
ヶ
嶋
ト
云
其
後
城
ノ
字
ニ
書
改
ト
云
」
と
み
え
る
。

ま
た
、『
城
む
ら
旧
記
写
』
の
中
に
、「
城
ヶ
島
へ
当
初
よ
り
人
渡
り
住
居
致
し
候
事
は
永
禄
元
年
な
り
」（
一
五
五
八
）
と
み
え
る
。

さ
ら
に
、
慶
安
年
中
（
一
六
四
八
〜
五
一
）
に
、
伊
勢
か
ら
ア
マ
が
三
崎
の
向
ヶ
崎
に
来
た
が
、
そ
の
後
、
城
ヶ
島
に
渡
っ
た

（『
三
崎
志
』）
と
も
み
え
る
。

な
お
、
城
ヶ
島
に
お
け
る
「
地
域
の
史
的
背
景
」
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
注
（1）
。
こ
こ
で
は
、「
城
ヶ
島
に

お
け
る
人
口
の
変
遷
」
及
び
「
戸
数
・
世
帯
数
の
変
遷
」
に
関
し
て
一
覧
表
を
付
す
こ
と
に
と
ど
め
た
。

（
三
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法

城
ヶ
島
に
お
け
る
漁
業
生
産
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
時
代
に
よ
り
捕
採
対
象
と
な
る
魚
種
も
変
化
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
漁

法
も
旧
廃
漁
法
に
か
か
わ
る
も
の
な
ど
あ
り
、
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。

一
般
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
三
浦
三
崎
の
漁
民
が
釣
漁
業
を
伝
統
的
に
お
こ
な
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
城
ヶ
島
の
漁
民
は
網
漁
業

が
伝
統
的
で
、
ほ
と
ん
ど
釣
漁
業
を
お
こ
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
、
裸
潜
水
漁
（
モ
グ
リ
・
海
士
）
が
さ
か
ん
で
あ
る
と
共
に
舫
d
（
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
・
見
突
き
漁
）
が
さ
か
ん
で
、
夏
季
の
モ
グ

リ
漁
と
冬
季
の
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
の
組
み
あ
わ
せ
が
一
年
間
の
漁
業
生
産
の
基
本
と
な
っ
て
い
た
。
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七

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]

田
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城ヶ島における人口の変遷 

男 性  

1 7 6人 

1 9 7  

2 2 8  

2 2 9  

2 3 3  

2 2 7  

2 2 7  

── 

── 

3 0 6  

不明 

3 3 5  

4 1 8  

4 6 9  

4 6 4  

4 6 4  

4 7 2  

4 8 0  

4 8 9  

6 0 2  

4 6 3  

4 6 0  

4 7 4  

4 7 8  

4 8 3  

4 9 5  

5 0 2

年  

1 7 8 1  

1 8 4 8  

1 8 7 3  

1 8 7 6  

1 8 8 1  

1 8 8 6  

1 8 8 7  

1 9 0 0  

1 9 1 1  

1 9 1 6  

1 9 2 0  

1 9 3 3  

1 9 5 0  

1 9 5 5  

〃  

1 9 5 6  

1 9 5 7  

1 9 5 8  

1 9 5 9  

1 9 6 0  

〃  

1 9 6 1  

1 9 6 2  

1 9 6 3  

1 9 6 4  

1 9 6 5  

1 9 7 0

度 

天明　元年 

嘉永　元年 

明治　６年 

明治　９年 

明治１４年 

明治１９年 

明治２０年 

明治３３年 

明治４４年 

大正　５年 

大正　９年 

昭和　８年 

昭和２５年 

昭和３０年 

〃  

昭和３１年 

昭和３２年 

昭和３３年 

昭和３４年 

昭和３５年 

〃  

昭和３６年 

昭和３７年 

昭和３８年 

昭和３９年 

昭和４０年 

昭和４５年 

備　　　　　　　考 

戸籍調査68戸 

大田和・浅葉宏家文書 

11月壬申戸籍78戸 

戸数78、皇国地誌村誌による 

年令区分表、市役所文書 

三崎町地誌83戸 

戸口調査88戸 

戸数88戸、町勢要項郡役所 

戸数91戸、沿岸漁業90年誌458ｐ 

トラホーム治療施行戸別検診簿 

戸数 101戸 

区勢調査 117戸世帯数同 

152戸、国勢調査（10月１日） 

１月１日現在　188世帯 

国勢調査（10月１日）170世帯 

172世帯　１月１日現在 

173世帯　１月１日現在 

176世帯　１月１日現在 

180世帯　１月１日現在 

182世帯　１月１日現在 

国勢調査（10月１日）165世帯 

165世帯　１月１日現在 

172世帯　１月１日現在 

三浦市統計表　175世帯 

176世帯　１月１日現在 

178世帯　１月１日現在 

国勢調査（10月１日）220世帯 

女 性  

1 6 8人 

1 9 5  

2 1 6  

2 2 4  

2 2 2  

2 1 2  

2 2 8  

── 

── 

2 4 9  

不明 

2 8 4  

3 9 2  

4 5 2  

4 2 1  

4 2 5  

4 2 4  

4 2 9  

4 3 3  

5 2 9  

4 3 7  

4 3 7  

4 4 7  

4 5 6  

4 6 9  

4 8 3  

4 9 2

合 計  

3 4 4人 

3 9 2  

4 4 4  

4 5 3  

4 5 5  

4 3 9  

4 5 5  

5 2 3  

4 7 5  

5 5 5  

不明 

6 1 9  

8 1 0  

9 2 1  

8 8 5  

8 8 9  

8 9 6  

9 0 9  

9 2 2  

1131 

9 0 0  

8 9 7  

9 1 9  

9 3 4  

9 5 2  

9 7 8  

9 9 4

拙稿「城ヶ島漁村の成立過程と人口の変遷に関する歴史的考察」1968年より作成した。 
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城ヶ島における戸数及び世帯数の変遷 

戸 数  
6 8  
6 9  
7 0  
7 8  
7 8  
8 3  
8 3  
8 8  
8 8  
9 0  
9 1  
1 0 1  
不明 
1 1 7  
1 5 2

世 帯 数  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不明 
1 1 7  
1 5 2  
1 8 8  
1 7 0  
1 7 2  
1 7 3  
1 7 6  
1 8 0  
1 8 2  
1 6 5  
1 6 5  
1 7 2  
1 7 5  
1 7 6  
1 7 8  
2 2 0

年  
1 7 8 1  
1 8 1 2  
1 8 4 8  
1 8 7 3  
1 8 7 6  
1 8 8 1  
1 8 8 6  
1 8 8 7  
1 9 0 0  
1 9 0 6  
1 9 1 1  
1 9 1 6  
1 9 2 0  
1 9 3 3  
1 9 5 0  
1 9 5 5  
〃  
1 9 5 6  
1 9 5 7  
1 9 5 8  
1 9 5 9  
1 9 6 0  
〃  
1 9 6 1  
1 9 6 2  
1 9 6 3  
1 9 6 4  
1 9 6 5  
1 9 7 0

度 
天明　元年 
文化　９年 
嘉永　元年 
明治　６年 
明治　９年 
明治１４年 
明治１９年 
明治２０年 
明治３３年 
明治３９年 
明治４４年 
大正　５年 
大正　９年 
昭和　８年 
昭和２５年 
昭和３０年 
〃  

昭和３１年 
昭和３２年 
昭和３３年 
昭和３４年 
昭和３５年 
〃  

昭和３６年 
昭和３７年 
昭和３８年 
昭和３９年 
昭和４０年 
昭和４５年 

備　　　　　　　考 
戸口調査 
三浦古尋録 
大田和・浅葉宏家文書 
壬申戸籍 
皇国地誌村誌 
年令区分表、市役所文書 
三崎町地誌 
戸口調査 
郡役所町勢要項 
三浦三崎名所の栞、高橋屋出版 
沿岸漁業90年誌457ｐ 
トラホーム治療施行、戸別検診簿 
第１回国勢調査 
区勢調査 
国勢調査（10月１日） 
１月１日現在 
国勢調査（10月１日） 
 
 
 
 
１月１日現在 
国勢調査（10月１日） 
 
 
 
 
 
国勢調査（10月１日） 

拙稿「城ヶ島漁村の成立過程と人口の変遷に関する歴史的考察」1968年より作成した。 



ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
、
潮
が
澄
ん
で
海
中
、
海
底
が
よ
く
見
通
せ
る
秋
か
ら
冬
の
季
節
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
年
間
を
通
し

て
お
こ
な
っ
て
き
た
島
民
も
い
る
。

地
元
の
三
崎
や
城
ヶ
島
地
域
で
は
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
「
舫
d
」
と
表
記
し
て
き
た
。

船
上
よ
り
海
中
、
海
底
を
見
定
め
、
長
い
棹
（
竿
）
の
先
に
つ
け
た
各
種
の
漁
具
で
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
の
貝
類
を
は
じ
め
、
ワ
カ

メ
、
カ
ジ
メ
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
海
藻
類
、
磯
魚
や
タ
コ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
な
ど
も
捕
採
す
る
。

生
産
暦
を
表
に
示
し
た
青
木
広
吉
氏
に
よ
れ
ば
、
十
月
初
旬
よ
り
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
翌
年
の
四
月
い
っ
ぱ
い
頃
ま
で
お
こ
な

っ
た
と
い
う
。

城
ヶ
島
に
お
け
る
「
モ
グ
リ
」
は
、
男
性
（
海
士
）
に
よ
る
裸
潜
水
漁
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
地
域
で
は
女
性
（
海
女
）

に
よ
る
裸
潜
水
漁
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
モ
グ
リ
の
漁
期
は
五
月
初
旬
よ
り
九
月
二
十
八
日
頃
ま
で
で
、
捕
採
対
象
物
は
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
三
崎
瀬
戸
で
お
こ
な
う
こ
と
も
多
く
、
コ
チ
、
タ
ナ
ゴ
、
ヒ
ラ
メ
も
多
か

っ
た
。

イ
カ
釣
り
は
「
ヤ
リ
イ
カ
」
や
「
コ
ー
イ
カ
」
釣
り
で
、
一
月
か
ら
三
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
冬
の
三
ヶ
月
間
が
漁
期
で
あ
る
。

カ
ツ
オ
流
し
網
は
、
夏
季
の
モ
グ
リ
漁
が
終
っ
た
後
か
ら
は
じ
ま
り
、
十
二
月
下
旬
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
流
し
網
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
戻
り
ガ
ツ
オ
」
を
漁
獲
す
る
ほ
か
、
イ
ナ
ダ
、
ウ
ズ
ワ
、
メ
ジ
な
ど
も
漁
獲
さ
れ
た
。

マ
グ
ロ
流
し
網
は
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
を
主
に
漁
獲
す
る
た
め
の
流
し
網
で
、
春
先
の
三
月
初
旬
よ
り
五
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
つ
づ
け
ら

れ
た
。
そ
れ
以
後
、
特
に
六
月
十
日
頃
の
漁
を
「
入
梅
マ
グ
ロ
」
と
い
い
、
そ
の
時
期
は
漁
も
多
く
、
毎
年
出
漁
し
た
。

サ
ン
マ
流
し
網
は
十
月
初
旬
に
は
じ
ま
り
、
十
二
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
年
に
よ
っ
て
は
一
月
初
旬
ま
で
続
け
ら
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れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
月
に
な
る
と
漁
獲
さ
れ
る
サ
ン
マ
は
小
振
り
に
な
っ
た
。

コ
ザ
ラ
シ
網
は
、
イ
ワ
シ
を
漁
獲
す
る
た
め
の
流
し
網
で
あ
る
。
漁
期
は
二
月
初
旬
の
寒
い
季
節
に
は
じ
ま
り
、
五
月
い
っ
ぱ
い
お

こ
な
わ
れ
て
き
た
。

ア
ジ
巻
網
は
マ
ア
ジ
や
ム
ロ
ア
ジ
を
漁
獲
す
る
網
で
あ
る
。
九
月
の
二
十
日
頃
に
は
じ
ま
り
、
十
二
月
い
っ
ぱ
い
が
漁
期
だ
が
、
漁

獲
さ
え
あ
れ
ば
、
翌
年
の
一
月
か
ら
三
月
頃
ま
で
続
け
ら
れ
る
年
も
あ
っ
た
。

テ
グ
リ
網
で
は
ア
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
が
主
に
漁
獲
さ
れ
て
き
た
。
主
な
漁
期
は
二
月
初
旬
よ
り
五
月
下
旬
ま
で
の
四
ヶ
月
間
で

あ
っ
た
。

ボ
ー
ウ
ケ
網
（
棒
受
網
）
は
マ
ア
ジ
や
ム
ロ
ア
ジ
を
漁
獲
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
漁
期
は
九
月
下
旬
頃
に
な
る
と
は
じ
め
ら

れ
、
十
一
月
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
い
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
漁
獲
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
後
も
十
二
月
い
っ
ぱ
い
は
お
こ
な
わ
れ
た
。

エ
ビ
網
は
「
磯
立
網
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
イ
セ
エ
ビ
を
主
な
漁
獲
対
象
と
し
て
い
る
た
め
の
名
称
で
あ
る
が
、
こ
の
網
に
は
磯
魚
は

も
と
よ
り
、
サ
ザ
エ
な
ど
夜
間
に
よ
く
移
動
す
る
魚
貝
（
介
）
類
が
な
ん
で
も
か
か
っ
た
。
漁
期
は
年
中
だ
が
、
イ
セ
エ
ビ
の
産
卵
期

で
あ
る
六
月
、
七
月
の
二
ヶ
月
間
は
禁
漁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
禁
漁
期
間
は
今
日
で
は
全
国
的
に
同
じ
で
あ
る
。

ナ
ナ
メ
網
（
七
目
網
）
は
ヒ
ラ
メ
を
専
門
に
漁
獲
す
る
た
め
の
刺
網
な
の
で
「
ヒ
ラ
メ
網
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
漁
期
は
毎
年
三

月
三
日
の
節
供
の
日
に
は
じ
ま
り
四
月
い
っ
ぱ
い
お
こ
な
わ
れ
る
。

ハ
ダ
テ
網
は
岡
（
陸
地
）
の
近
く
に
張
立
て
る
刺
網
で
、
漁
獲
対
象
魚
は
カ
マ
ス
、
イ
ナ
ダ
、
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
、
コ
イ
ウ
オ
（
ソ
ウ

ダ
ガ
ツ
オ
の
小
さ
な
も
の
）、
コ
ノ
シ
ロ
、
ム
ツ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
多
種
類
に
お
よ
ん
だ
。
時
に
は
タ
コ
が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
漁
期
は
十
月
初
旬
頃
か
ら
翌
年
の
四
月
下
旬
頃
ま
で
、
秋
か
ら
春
ま
で
。
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神奈川県三浦市城ヶ島の漁業生産暦（新暦） 青木　広吉氏聞書 
（明治21年９月10日生） 

魚種・漁法 

ボウチョウ 

モ グ リ 

イ カ 釣  

カツオ流し網 

マグロ流し網 

サンマ流し網 

コザラシ網 

アジ巻網  

テグリ網  

ボーウケ網 

エ ビ 網  

ナナメ網  

ハダテ網  

ゴ ト 網  

摘 要１月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ７月 ６月 ５月 ４月 
舫d・アワビ・サザエ 
磯漁 

裸潜り・男のみ・5月 
諸磯へ・アワビ・サザエ 

正月にも時々操業 
サンマは小さくなる 

マアジ・ムロアジ・漁が 
あれば翌年3月頃まで 

棒受網・アジ・ムロア 
ジ・漁があれば12月も 

磯立網・イセエビ磯 
漁・6月～7月産卵禁漁 

七目網・ヒラメ網 
ヒラメ・３月３日より 

カマス・イナダ・ソウダ 
ガツオ・ウズワ 

スズキ・コノシロ・ 
ヤリイカ 

カツナガシ・モグリが終 
わってから・カツオ・ 
イナダ・ウズワ・メジ 

ヤリイカ・コータイカ 

キハダマグロ 

イワシ流し網・イワシ 

アマダイ・ヒラメ 

（昭和45年１月31日調査） 

神奈川県三浦市城ヶ島の漁業生産暦（新暦） 池田　与七氏聞書 
（大正14年６月13日生） 

魚種・漁法 

ボウチョウ 

モ グ リ 

エ ビ 網  

摘 要１月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ７月 ６月 ５月 ４月 
アワビ・サザエ・ 
磯漁 

アワビ・サザエ・ 
ウニ・トコブシ 

イセエビ 
磯漁 

（平成15年２月18日調査） 



ゴ
ト
網
は
「
マ
ス
網
」
と
も
呼
ん
だ
。「
桝
」
の
よ
う
な
四
角
い
型
の
網
を
袋
部
分
に
張
り
立
て
る
こ
と
に
よ
る
呼
び
名
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
ヤ
リ
イ
カ
を
漁
獲
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
が
、
ス
ズ
キ
、
コ
ノ
シ
ロ
な
ど
も
漁
獲
で
き
た
。
漁
期
は
十
月
初
旬
よ
り
翌

年
の
四
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
で
あ
っ
た
。

上
述
し
た
よ
う
に
城
ヶ
島
で
は
、
夏
季
の
漁
と
し
て
は
モ
グ
リ
に
よ
る
ア
ワ
ビ
採
取
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
夏
季
に
は
網
漁
を

お
こ
な
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
城
ヶ
島
に
お
け
る
漁
業
生
産
は
漁
獲
対
象
と
な
る
魚
種
が
多
く
、
漁
法
も
多
種
多
様
で
あ
る
。

ま
た
、
島
民
の
漁
業
生
産
を
み
て
も
個
人
差
が
大
き
い
。
そ
れ
故
、
ま
っ
た
く
個
人
的
に
特
定
の
漁
獲
物
を
対
象
に
し
て
き
た
漁
業

生
産
も
あ
り
う
る
。
そ
れ
は
、
漁
業
が
個
人
的
な
小
漁
業
資
本
に
よ
る
家
族
経
営
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
の
結
果
で
、

個
人
的
な
「
イ
エ
単
位
」
の
漁
業
に
よ
る
個
人
所
有
の
網
漁
も
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、
各
種
の
網
漁
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
数
軒
の
、
あ
る
い
は
十
数
軒
の
家
が
共
同
出
資
し
て
網
組
を
組
織
し

て
の
経
営
に
よ
る
ア
ジ
巻
網
な
ど
の
網
組
も
あ
り
多
様
で
あ
る
。

次
に
、
一
年
間
の
漁
業
生
産
で
も
城
ヶ
島
に
お
い
て
典
型
的
と
も
い
え
る
漁
業
生
産
暦
の
事
例
を
あ
げ
て
み
る
。

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
池
田
与
七
氏
か
ら
の
聞
書
に
よ
る
漁
業
生
産
暦
を
み
る
と
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
一
年
を
通
し
て
お
こ
な
っ
て
い

る
が
、
夏
季
は
モ
グ
リ
を
お
こ
な
い
、
六
月
初
旬
か
ら
九
月
い
っ
ぱ
い
、
お
そ
く
て
も
十
月
中
旬
頃
ま
で
は
モ
グ
リ
が
主
力
と
な
る
。
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捕
採
対
象
物
は
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
磯
魚
各
種
な
ど
。
モ
グ
リ
に
よ
る
捕
採
対
象
物
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ト

コ
ブ
シ
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
の
初
期
頃
は
、
サ
ザ
エ
や
ト
コ
ブ
シ
は
自
家
消
費
用
で
商
品
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
と
聞
い
た
。

こ
の
他
、
一
年
を
と
お
し
て
六
月
、
七
月
の
二
ヶ
月
間
の
イ
セ
エ
ビ
の
産
卵
期
に
あ
わ
せ
た
エ
ビ
網
の
禁
漁
期
間
を
の
ぞ
い
て
は
、

エ
ビ
網
（
磯
立
網
）
漁
に
よ
り
、
イ
セ
エ
ビ
を
は
じ
め
磯
魚
な
ど
の
捕
採
を
お
こ
な
う
と
い
う
、
ご
く
単
純
な
漁
業
生
産
の
組
み
あ
わ

せ
に
よ
り
、
生
業
を
な
り
た
た
せ
て
き
た
島
の
人
々
も
ま
た
多
い
の
で
あ
る
。

（
四
）
農
業
生
産
暦
と
農
業

城
ヶ
島
に
お
い
て
は
農
業
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、
島
の
台
地
上
の
耕
地
で
自
給
的
な
畑
作
を
わ
ず
か
ば
か
り
お
こ
な

っ
て
き
た
。
水
田
は
な
い
。

明
治
時
代
か
大
正
時
代
、
あ
る
い
は
昭
和
期
に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
か
明
確
で
な
い
が
、
三
崎
（
城
村
）
に
耕
地
を
所
有
す
る
家

が
あ
り
、
麦
が
実
っ
た
頃
に
な
る
と
、
漁
船
に
麦
（
穂
の
つ
い
た
ま
ま
の
も
の
）
を
積
ん
で
運
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
も
の
だ
と
い

う
話
し
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
城
ヶ
島
の
人
々
の
先
祖
は
、
も
と
は
城
村
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
達
な
の
で
「
城
の
島
」
の
名
が
付
い

た
と
い
う
話
し
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
城
村
に
も
土
地
（
畑
）
が
あ
り
、
収
穫
し
た
麦
の
穂
を
城
ヶ
島
に
船
で
運
び
、
脱
穀
、
調

整
し
た
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

台
地
の
農
業
も
砲
台
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
江
戸
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
移
る
に
し
た
が
っ
て
耕
作
地
の
制
限
が
く
わ
わ
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り
、
以
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
る
ま
で
、
あ
ま
り
こ
の
ま
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

明
治
八
年
の
調
査
に
よ
る
『
皇
国
地
誌
』
の
中
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
は
「
男
ハ
漁
猟
ヲ
以
テ
生
計
ト
シ
、
女
ハ
専
ヲ
耕
作
ヲ

業
ト
ス
」
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
よ
り
畑
仕
事
は
女
の
仕
事
と
い
う
よ
う
に
分
業
化
さ
れ
て
、
男
は
あ
ま
り
畑
仕
事
を
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
四
十
年
代
ま
で
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
時
代
の
農
作
物
な
ど
に
つ
い
て
は
『
皇
国
地
誌
』
の
中
に
、
地
味
は
「
墟
土
居
多
間
壤
土
ヲ
雑
エ
其
色
赤
黒
、
其
質
中
等
菽ま

め

麦

及
栗
稗
蕃
薯

ば
ん
し
ょ

等
ニ
宜
シ
ク
桑
茶
ニ
適
セ
ズ
。
水
旱
ノ
憂
少
シ
ト
雖
時
々
海
風
潮
水
ヲ
捲
キ
飛
沫
土
モ
ヲ
湿
ホ
ス
ヲ
以
テ
概
ス
ル
ニ
収
穫

甚
少
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
菽
は
豆
類
の
総
称
・
蕃
薯
は
「
蕃
諸
」
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
別
称
）

明
治
十
四
年
の
城
ヶ
島
に
お
け
る
麦
作
概
纂
を
当
時
の
三
浦
郡
長
小
川
茂
周
あ
て
に
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、「
平
年
収
穫
麦
拾

弐
石
六
斗
五
升
」

此
反
別
十
一
町
五
反
　
一
反
に
つ
き
一
石
一
斗

一
、
収
穫
　
十
三
石
八
斗
八
升
七
合
五
分

此
反
別
十
三
町
五
反

一
反
に
付
一
石
二
斗
七
合
六
分

一
石
二
斗
三
升
七
合
　
平
年
よ
り
増

内
訳
　
大
麦
　
六
石
五
斗
六
升

此
反
別
四
町

一
反
に
付
一
石
六
斗
四
升
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小
麦
　
二
石
六
斗
七
升

此
反
別
三
町

一
反
に
付
八
斗
九
升

裸
麦
　
四
石
六
斗
五
升
七
合
五
分

此
反
別
四
町
五
反

一
反
に
付
三
石
三
升
五
合

と
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
水
田
の
な
い
城
ヶ
島
で
は
畑
の
麦
作
り
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

城
ヶ
島
に
お
け
る
農
業
は
、
農
業
生
産
暦
の
一
覧
表
を
作
成
す
る
ほ
ど
、
そ
の
内
容
は
豊
富
で
な
い
。
麦
の
ほ
か
に
は
大
根
、
サ
ツ

マ
イ
モ
（
蕃
薯
）、
ソ
ラ
マ
メ
、
落
花
生
、
サ
ト
イ
モ
、
大
豆
、
小
豆
や
そ
の
他
自
家
消
費
用
の
野
菜
類
を
わ
ず
か
ば
か
り
栽
培
し
て

い
た
程
度
で
あ
る
。

麦
は
大
麦
、
小
麦
と
も
に
昭
和
四
十
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
作
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
麦
作
り
は
、
十
月
頃
に
種
蒔
き
、
翌
年
六
月

に
麦
刈
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
麦
は
カ
マ
で
刈
り
な
が
ら
、
そ
の
場
に
干
し
た
。
一
軒
の
家
で
七
俵
か
ら
八
俵
の
収
穫
が
あ
っ
た
が
殻

を
と
り
の
ぞ
く
と
三
俵
な
い
し
四
俵
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
脱
穀
作
業
に
は
ム
ギ
ブ
チ
ス
が
用
い
ら
れ
た
。

大
根
は
お
も
に
自
家
製
の
タ
ク
ア
ン
ヅ
ケ
に
し
た
。
漁
に
出
る
時
の
御
数
に
一
本
ご
と
持
っ
て
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
日
で
す

べ
て
食
べ
つ
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

一
五
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サ
ツ
マ
イ
モ
（
蕃
薯
）
は
、
潮
風
の
た
め
、
葉
が
い
た
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
作
る
時
に
藁
を
の
せ
、
笹
で
お
お
っ

て
お
い
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
副
食
と
し
て
大
切
な
も
の
だ
っ
た
。

ソ
ラ
マ
メ
は
麦
と
一
緒
の
十
月
頃
に
蒔
く
。
収
穫
の
多
い
時
は
三
崎
の
町
中
へ
売
り
に
出
か
け
た
。
城
ヶ
島
の
ソ
ラ
マ
メ
は
美
味
だ

と
い
っ
て
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。
も
と
三
浦
市
長
の
野
上
義
一
さ
ん
は
、「
城
ヶ
島
の
ソ
ラ
マ
メ
が
美
味
な
の
は
、
潮
風
に
よ
っ
て

豆
の
中
味
ま
で
潮
（
塩
）
が
し
み
込
ん
で
い
る
た
め
で
、
茹う

で
る
時
に
塩
は
い
ら
な
い
」
な
ど
と
冗
談
事
に
云
っ
て
い
た
の
を
思
い
出

す
。
ソ
ラ
マ
メ
を
三
崎
へ
売
り
に
出
か
け
た
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
城
ヶ
島
大
橋
が
か
か
る
頃
ま
で
つ
づ
い
た
。

そ
の
他
、
大
豆
、
小
豆
、
落
花
生
、
胡
麻
な
ど
も
作
っ
た
。

ま
た
、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、「
此
地
水
仙
花
多
し
　
花
重
辨
に
し
て
莖
長
」
と
城
ヶ
島
の
項
に
み
え
る
。
こ
の
よ

う
に
江
戸
時
代
か
ら
八
重
の
水
仙
が
自
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
水
仙
も
切
り
花
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
法
）
と
漁
具

城
ヶ
島
で
は
見
突
き
漁
の
こ
と
を
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」（
ボ
ウ
チ
ョ
ー
・
舫
d
）
と
呼
ぶ
が
、
明
治
十
一
年
の
「
入
漁
示
談
為
取
換
証
」

の
漁
則
の
文
書
の
中
に
は
「
菱
突

ひ
し
つ
き

」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
島
民
は
調
査
当
時
、「
ヒ
シ
ツ
キ
」
と
呼
ん
で
は
い
な
か

っ
た
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
木
造
和
船
の
上
か
ら
海
中
、
海
底
の
捕
採
対
象
で
あ
る
貝
類
、
藻
類
、
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魚
類
な
ど
を
見
定
め
、
棹
（
竿
）
の
先
に
付
け
た
「
コ
ゾ
」
と
呼
ば
れ
る
鉄
製
カ
ギ
型
の
漁
具
で
ア
ワ
ビ
を
岩
礁
か
ら
起
し
て
捕
採
し

た
り
、
同
じ
く
長
い
棹
の
先
に
付
け
た
「
サ
サ
エ
ブ
シ
」
と
よ
ば
れ
る
四
本
ヅ
メ
の
漁
具
で
サ
ザ
エ
を
は
さ
み
こ
ん
で
捕
採
し
た
り
す

る
よ
う
な
漁
法
を
い
う
。
明
治
二
十
年
代
以
降
は
「
メ
ガ
ネ
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
能
率
が
向
上
し
た
。
そ
れ
以
前
は
素

眼
で
海
中
、
海
底
の
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類
を
捕
採
し
た
の
で
高
度
な
熟
練
と
勘
を
必
要
と
し
た
。

「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」
は
一
年
を
と
お
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
普
通
は
夏
季
の
モ
グ
リ
漁
が
九
月
で
終
っ
た
あ
と
の
十
月

初
旬
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
潮
が
澄
ん
で
い
る
翌
年
の
四
月
下
旬
頃
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

以
下
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
使
用
す
る
漁
具
を
捕
採
対
象
物
別
に
み
て
い
く
。
ま
た
、「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ
」（
舫
d
船
）
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。

ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
う
時
に
用
い
る
鉄
製
の
カ
ギ
を
「
コ
ゾ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
深
い
場
所
の
大
き
な
個
体
の
ア
ワ
ビ
を
岩
礁
か

ら
突
き
a
が
す
と
き
に
は
重
量
の
あ
る
大
型
の
コ
ゾ
が
必
要
に
な
る
。
特
に
大
き
な
コ
ゾ
を
「
オ
オ
コ
ゾ
」（
大
コ
ゾ
）
と
呼
ん
で
い

る
。
深
い
場
所
で
は
カ
シ
の
棒
（
棹
・
竿
）
を
三
本
も
付
け
た
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
棒
一
本
の
長
さ
は
約
二
間
（
三
メ
ー
ト
ル
）。

コ
ゾ
で
突
き
a
が
し
た
ア
ワ
ビ
は
裏
返
し
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
よ
っ
て
ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
う
に
は
、
コ
ゾ
で

ア
ワ
ビ
を
裏
返
し
に
し
て
か
ら
、
ア
ワ
ビ
を
海
底
か
ら
船
上
ま
で
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
時
に
用
い
る
の
が
「
ス
イ
ツ

ケ
イ
シ
」
で
、
海
底
の
ア
ワ
ビ
を
す
い
つ
け
て
引
き
あ
げ
る
た
め
の
漁
具
（
道
具
）
で
あ
る
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
う
時
、
こ
の
ス
イ
ツ
ケ
イ
シ
を
ア
ワ
ビ
を
a
が
す
前
に
、
ア
ワ
ビ
の
近
く
に
細
紐
に
結
ん
で
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お
ろ
し
て
お
き
、
そ
れ
か
ら
ア
ワ
ビ
を
コ
ゾ
で
突
き
a
が
す
。
裏
返
し
た
ア
ワ
ビ
に
「
ヒ
モ
」
で
吊
し
た
ス
イ
ツ
ケ
石
を
つ
け
れ
ば
、

ア
ワ
ビ
は
簡
単
に
引
き
あ
げ
ら
れ
、
ア
ワ
ビ
に
傷
が
つ
か
な
い
。

昔
（
年
代
不
明
）
は
「
自
然
石
」
を
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
屋
根
ガ
ワ
ラ
の
不
用
に
な
っ
た
も
の
に
横
木
を
そ
え
た
も
の
が
使

わ
れ
、
調
査
当
時
に
は
「
鉄
板
」、「
鉛
板
」
ま
た
は
「
セ
メ
ン
ト
」
製
で
レ
ン
ガ
状
に
形
を
つ
く
り
、
ヒ
モ
を
通
す
よ
う
に
針
金
を
曲

げ
て
埋
め
込
ん
だ
も
の
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
「
ス
イ
ツ
ケ
石
」
の
名
前
は
生
き
て
い
る
。「
鉛
板
」
は
海
底
に
と
ど
く
の
が
速

い
の
で
使
い
や
す
い
と
聞
い
た
。

サ
ザ
エ
を
採
取
す
る
た
め
に
は
「
サ
ザ
エ
ブ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
漁
具
が
使
わ
れ
る
。
サ
ザ
エ
ブ
シ
は
鉄
製
の
先
端
が
四
本
に
分
か
れ

た
ツ
メ
を
も
つ
道
具
で
、
海
底
の
ア
ワ
ビ
を
ツ
メ
の
間
に
は
さ
み
込
む
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
製
の
棒
が
あ
ま

り
太
い
と
彈
力
が
な
く
、
サ
ザ
エ
を
は
さ
み
込
め
な
い
の
で
細
い
。
太
さ
は
直
径
約
〇
・
二
〜
三
セ
ン
チ
。

明
治
期
の
サ
ザ
エ
ブ
シ
は
四
本
の
鉄
棒
を
ま
と
め
、
先
端
部
分
が
開
く
よ
う
な
形
で
鉄
棒
を
紐
で
縛
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
鍛
冶
屋
で
溶
接
に
よ
っ
て
鉄
棒
を
固
定
さ
れ
た
も
の
が
一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
測
し
た
サ
ザ
エ
ブ
シ
の
先
端
の
開

い
た
部
分
横
幅
は
四
セ
ン
チ
、鉄
棒
の
叉
ま
で
の
長
さ
十
六
セ
ン
チ
、樫
材
の
棒（
棹
）に
そ
え
て
あ
る
鉄
の
部
分
二
十
二
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

海
藻
類
の
う
ち
で
も
ワ
カ
メ
、
カ
ジ
メ
な
ど
を
刈
り
取
る
た
め
に
は
「
カ
マ
」
が
用
い
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、「
ワ
カ
メ
ガ
マ
」、

「
カ
ジ
メ
ガ
マ
」
の
名
も
あ
る
が
あ
ま
り
区
別
し
て
い
な
い
。
ワ
カ
メ
採
取
用
よ
り
も
カ
ジ
メ
採
取
用
の
カ
マ
の
方
が
や
や
大
き
い
も

の
も
あ
る
。
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カ
マ
の
刃
の
長
さ
は
普
通
で
約
二
十
五
セ
ン
チ
。
鯨
尺
の
七
寸
が
普
通
と
昔
（
明
治
・
大
正
の
頃
）
は
い
わ
れ
た
。
八
寸
の
も
の
が

い
ち
ば
ん
大
き
い
。
深
い
場
所
で
使
用
す
る
に
は
大
き
い
も
の
が
必
要
に
な
る
。
調
査
当
時
は
カ
ジ
メ
を
採
取
す
る
こ
と
は
な
く
、

「
カ
ジ
メ
ッ
ク
イ
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ジ
メ
を
飼
に
し
て
つ
い
て
い
る
巻
貝
を
「
タ
マ
」（
タ
モ
）
を
使
っ
て
採
取
す
る
だ
け
で
あ
る
。

（
後
述
）。

カ
ジ
メ
ガ
マ
を
使
っ
て
ワ
カ
メ
採
取
も
お
こ
な
う
が
、
あ
と
は
「
シ
タ
ソ
ウ
ジ
」
と
い
っ
て
、
テ
ン
グ
サ
が
よ
く
繁
茂
す
る
よ
う
に

岩
礁
の
海
藻
を
刈
り
取
る
作
業
も
こ
の
カ
マ
を
用
い
て
お
こ
な
っ
て
き
た
。
こ
の
シ
タ
ソ
ウ
ジ
は
毎
年
一
回
な
い
し
二
回
、
漁
業
協
同

組
合
の
組
合
員
全
体
で
一
斉
に
作
業
を
実
施
し
て
き
た
。
年
に
よ
り
、
そ
れ
も
で
き
な
い
と
き
は
舫
d
専
門
の
者
に
依
頼
し
、
組
合
か

ら
日
当
を
だ
し
て
シ
タ
ソ
ウ
ジ
（
下
掃
除
）
を
し
て
も
ら
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
頃
な
ど
、
カ
ジ
メ
を
さ
か
ん
に
採
取
し
て
い
た
時
代
に
は
「
ヒ
キ
ガ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
カ
マ
（
刃
の

部
分
約
一
メ
ー
ト
ル
）
に
網
袋
を
付
け
海
底
を
曳
い
て
カ
ジ
メ
の
採
取
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。（
横
須
賀
市
人
文
博
物
館
に

収
蔵
資
料
あ
り
。）

テ
ン
グ
サ
を
採
取
す
る
た
め
の
漁
具
を
「
ヒ
ッ
カ
キ
」
と
い
う
。
櫛
状
の
鉄
具
だ
が
三
種
類
の
大
き
さ
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
種
類

は
型
状
に
つ
い
て
の
分
類
で
は
な
く
、
櫛
の
歯
に
あ
た
る
部
分
の
間
隔
の
大
き
さ
が
荒
い
か
、
こ
ま
か
い
か
に
よ
る
だ
け
で
あ
る
。
四

月
頃
、
口
明
け
の
時
期
に
使
用
す
る
ヒ
ッ
カ
キ
の
歯
は
間
隔
が
大
き
く
荒
い
。
口
明
け
当
時
は
そ
れ
で
も
よ
く
採
取
で
き
る
が
、
だ
ん

だ
ん
テ
ン
グ
サ
が
な
く
な
る
に
し
た
が
い
中
型
、
さ
ら
に
は
歯
の
こ
ま
か
い
も
の
が
使
用
さ
れ
る
。

こ
の
ヒ
ッ
カ
キ
は
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
竹
棹
の
先
端
に
鉄
の
櫛
は
取
り
つ
け
ら
れ
る
。
こ
の
ヒ
ッ
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カ
キ
は
天
保
九
年
に
七
十
四
歳
で
死
去
し
た
島
内
在
住
の
石
橋
弥
市
郎
が
考
案
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ッ
カ
キ
を
実
測
し
た
大
き
さ
は
、
櫛
部
分
の
横
幅
十
三
セ
ン
チ
、
高
さ
七
セ
ン
チ
で
、
中
央
部
分
に
長
さ
二
十
セ
ン
チ
の
腕
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
腕
の
部
分
を
柄
（
棹
）
に
縛
り
つ
け
て
固
定
す
る
。

海
中
、
海
底
の
魚
類
、
タ
コ
、
ナ
マ
コ
な
ど
を
突
き
刺
す
だ
め
に
「
フ
シ
」
が
用
い
ら
れ
る
。
フ
シ
に
は
四
本
、
五
本
、
六
本
の
も

の
が
あ
り
、
磯
魚
の
大
き
さ
に
あ
わ
せ
て
使
い
わ
け
る
。
フ
シ
は
横
に
一
列
に
並
ん
で
お
り
内
側
に
イ
カ
シ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
フ

シ
の
中
に
は
「
バ
ラ
ブ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
フ
シ
が
あ
る
。
普
通
は
三
本
だ
が
、
付
け
根
に
あ
た
る
部
分
で
一
本
ず
つ
分
か
れ
て

お
り
、
使
用
す
る
際
に
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
三
本
を
ま
と
め
て
縛
り
三
本
の
フ
シ
に
仕
上
げ
て
使
用
す
る
。
バ
ラ
ブ
シ
の
名
は
、

バ
ラ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
ろ
う
。
バ
ラ
ブ
シ
は
千
葉
県
の
安
房
郡
根
本
方
面
へ
出
稼
ぎ
に
出
る

時
な
ど
に
大
型
の
魚
類
を
突
く
た
め
に
用
い
た
と
い
う
。
四
本
の
バ
ラ
ブ
シ
も
あ
る
。

実
測
し
た
バ
ラ
ブ
シ
は
、
先
端
の
横
幅
部
分
十
五
セ
ン
チ
。
三
本
の
フ
シ
で
、
中
央
部
分
の
一
本
は
長
さ
が
五
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
あ

る
。
左
右
か
ら
各
一
本
づ
つ
、
約
三
十
セ
ン
チ
の
フ
シ
の
一
部
分
を
そ
え
て
根
元
を
結
く
。（
写
真
参
照
）

な
お
、
城
ヶ
島
で
は
「
フ
シ
」
と
「
ク
シ
」
と
は
同
じ
だ
が
、「
モ
リ
」
と
は
区
別
し
て
い
る
。
モ
リ
は
紐
が
つ
い
て
い
て
先
端
部

分
が
は
ず
れ
る
種
類
の
も
の
や
手
か
ら
は
な
し
て
使
用
す
る
も
の
を
い
い
、
フ
シ
や
ク
シ
は
手
に
持
っ
て
使
用
し
、
は
な
す
こ
と
は
な

い
と
す
る
。

タ
モ
網
（
掬
い
網
）
は
「
タ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
。
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
使
用
さ
れ
る
タ
マ
は
、
お
も
に
冬
季
、
船
上
よ
り
メ
ガ
ネ
（
ハ
コ



二
一

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]

田
　
T

メ
ガ
ネ
・
ノ
ゾ
キ
メ
ガ
ネ
と
も
い
う
）
で
海
中
、
海
底
を
の
ぞ
く
が
そ
の
際
に
カ
ジ
メ
に
つ
い
て
い
る
カ
ジ
メ
ボ
ラ
（
カ
ジ
メ
ッ
ク
イ

と
も
い
う
）
を
掬
い
、
採
取
す
る
た
め
に
使
用
す
る
（
前
掲
）。

カ
ジ
メ
ボ
ラ
と
は
海
藻
（
カ
ジ
メ
）
を
飼
に
し
て
い
る
直
径
約
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
巻
貝
で
、
冬
に
な
る
と
カ
ジ
メ
の
葉
の
上

に
付
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
を
船
上
よ
り
メ
ガ
ネ
で
み
と
ど
け
、
タ
マ
を
使
っ
て
船
上
か
ら
掬
っ
て
採
取
す
る
。

昭
和
二
十
年
以
前
、
カ
ジ
メ
ボ
ラ
は
自
家
消
費
の
食
用
に
す
る
だ
け
で
商
品
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
最
近
（
調
査
当
時
）
に
な
っ
て

か
な
り
売
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
寄
り
の
仕
事
と
し
て
、
け
っ
こ
う
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
深
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
に
あ
る
カ
ジ
メ
ボ
ラ
を
採
取
す
る
た
め
棹
（
竿
）
は
長
く
、
四
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
マ
ダ
ケ
（
苦
竹
）
を
タ
マ

に
付
け
た
。

タ
マ
の
カ
テ
（
枠
の
こ
と
を
い
う
）
は
銅
の
太
い
ハ
リ
ガ
ネ
を
使
う
。
楕
円
形
の
カ
テ
は
長
径
で
約
十
二
セ
ン
チ
。
袋
網
の
長
さ

（
深
さ
）
約
十
五
セ
ン
チ
だ
が
、
カ
テ
の
形
が
丸
型
の
も
の
も
あ
り
、
使
用
す
る
も
の
に
よ
り
個
人
差
が
あ
る
。

調
査
当
時
、
タ
マ
の
大
型
の
も
の
の
カ
テ
（
枠
）
は
針
金
の
太
い
も
の
や
鉄
製
の
も
の
を
使
用
す
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
が
、

針
金
が
入
手
し
に
く
い
頃
に
は
自
然
木
の
枝
も
活
用
し
て
い
た
。
松
や
杉
材
も
あ
っ
た
が
、
カ
ヤ
の
木
の
カ
テ
が
左
右
に
枝
が
「
対
生
」

し
て
い
る
の
で
自
製
す
る
の
に
よ
か
っ
た
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
使
用
す
る
漁
具
に
必
要
な
竹
材
は
城
ヶ
島
に
自
生
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
竹
棹
（
竿
）
に
用
い
る
竹
は
、
三
崎
、

南
下
浦
、
北
下
浦
、
初
声
方
面
の
農
家
へ
買
い
に
出
か
け
た
。
普
通
は
天
候
が
悪
く
、
漁
に
出
か
け
ら
れ
な
い
日
に
歩
い
て
出
か
け
た
。

秋
口
に
な
っ
て
出
か
け
て
切
り
、
タ
メ
テ
（
焚
火
で
あ
ぶ
り
ま
っ
す
ぐ
に
直
し
）、
煙
の
多
い
場
所
（
天
井
な
ど
）
に
お
い
て
枯
る
ま
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で
待
つ
の
が
普
通
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
使
用
す
る
「
メ
ガ
ネ
」
は
「
ハ
コ
メ
ガ
ネ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
明
治
二
十
年
以
前
に
メ
ガ
ネ
は
な
か
っ
た
の
で
、
魚

の
油
や
菜
種
油
を
海
面
に
た
ら
し
て
海
中
、
海
底
の
よ
う
す
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
、
ヌ
カ
を
ま
い
て
漣

さ
ざ
な
みを
な
く
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。

ハ
コ
メ
ガ
ネ
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
城
ヶ
島
で
は
「
城

じ
ょ
う
の
桶
屋
」（
昔
、
城
村

じ
ょ
う
む
ら
に
あ
っ
た
）
へ
出
か
け
て
ハ
コ
メ
ガ
ネ
を
つ

く
っ
た
。

最
初
の
頃
の
ハ
コ
メ
ガ
ネ
は
名
称
の
と
お
り
箱
型
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
円
柱
型
の
今
日
使
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
型
の
も
の
に
変
わ

っ
た
。（
写
真
参
照
）

ハ
コ
メ
ガ
ネ
の
材
質
に
は
「
サ
ワ
ラ
木
」
が
良
い
と
さ
れ
る
。
サ
ワ
ラ
は
水
を
す
わ
な
い
の
で
長
時
間
使
用
し
て
い
て
も
重
く
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
最
近
は
サ
ワ
ラ
が
入
手
で
き
な
い
と
杉
材
を
使
う
こ
と
も
あ
る
。
メ
ガ
ネ
の
大
き
さ
は
使
用
者
の
顔
に
あ
わ
せ
て
製

作
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
個
人
差
が
あ
る
が
、
実
測
し
た
メ
ガ
ネ
（
写
真
）
は
高
さ
が
三
十
三
セ
ン
チ
。

ま
た
、
城
ヶ
島
で
使
用
し
て
い
る
メ
ガ
ネ
は
口
で
く
わ
え
る
よ
う
に
で
き
て
お
り
、
横
木
に
松
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
お
こ
な
っ
て
メ
ガ
ネ
を
口
で
く
わ
え
る
と
、
波
の
た
め
に
歯
を
い
た
め
て
し
ま
う
漁
民
が
多
か
っ
た
。
多
か
っ
た
と
い

う
よ
り
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
お
こ
な
う
漁
民
は
す
べ
て
歯
が
悪
い
。

メ
ガ
ネ
が
顔
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
顔
の
形
に
あ
わ
せ
て
、
ま
わ
り
か
ら
木
枠
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
木
枠
は
陽
光
が
メ

ガ
ネ
の
中
に
さ
し
込
む
と
、
ガ
ラ
ス
に
反
射
し
、
光
っ
て
水
中
が
覗の

ぞ

き
に
く
い
た
め
、
顔
の
当
た
る
部
分
以
外
は
で
き
る
だ
け
暗
く
し
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て
あ
っ
た
方
が
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
る
。

内
海
延
吉
著
の
『
海
鳥
の
な
げ
き
』
の
中
に
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
使
用
す
る
「
ク
シ
」
や
「
メ
ガ
ネ
」
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
の
で
引

用
し
て
お
く
。

「
今
日
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
漁
に
使
っ
て
い
る
ク
シ
は
、
明
治
に
な
っ
て
ど
う
変
わ
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
の
改
良
進
歩
も
な
か
っ
た

よ
う
な
こ
の
一
本
の
漁
具
に
も
、
実
は
先
人
の
苦
心
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
明
治
初
年
に
は
ク
シ
は
三
本
の
金
を
一
本
ず
つ
元
木
に
突

き
さ
し
、
そ
れ
が
抜
け
な
い
よ
う
に
麻
糸
で
か
た
く
し
ば
り
、
こ
れ
を
竹
の
先
に
挿
入
し
て
し
ば
る
。
元
木
は
五
寸
か
ら
一
尺
五
寸
の

長
さ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
明
治
二
十
五
年
頃
鍛
冶
屋
で
今
使
っ
て
い
る
よ
う
な
四
本
一
連
の
ク
シ
を
打
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ク
シ
一
本
に
も
性
能
の
良
否
が
あ
っ
た
。
ナ
イ
ケ
ン
（
工
合
）
が
よ
い
の
は
古
鎌
を
ネ
ッ
て
（
鍛
直
し
）
造
っ
た
も
の
、
新
し

い
鉄
だ
と
折
れ
た
り
、
曲
っ
た
り
す
る
が
、
古
鎌
で
造
っ
た
ク
シ
は
彈
力
性
が
あ
り
使
い
よ
か
っ
た
と
い
う
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
の
方
法
も
変
わ
っ
て
来
た
。
目
鏡
使
用
前
は
米
ぬ
か
を
口
に
ふ
く
み
、
海
面
に
プ
ー
プ
ー
吹
き
か
け
る
と
、
ぬ
か
の
脂

肪
分
が
チ
リ
メ
ン
じ
わ
の
風
波
を
消
し
て
底
を
見
よ
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
後
フ
グ
や
サ
メ
の
肝
の
油
を
竹
筒
に
入
れ
て
置
き
、
箸
で
そ

れ
を
垂
ら
し
て
風
波
を
消
す
よ
う
に
変
っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
魚
を
見
る
と
い
う
こ
と
に
海
面
の
障
害
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
光

の
屈
折
の
原
理
に
よ
っ
て
、
目
に
入
る
の
は
魚
の
虚
像
で
あ
り
、
実
像
は
見
え
る
位
置
に
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
ク
シ
を
当

て
る
の
は
、
数
多
く
の
経
験
に
よ
っ
て
悟
り
得
た
カ
ン
に
よ
る
ほ
か
は
な
く
、
容
易
に
誰
で
も
が
で
き
る
技
で
は
な
か
っ
た
。
ボ
ウ
チ

ョ
ウ
漁
が
三
崎
町
の
漁
師
の
一
部
に
限
ら
れ
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

こ
の
箱
目
鏡
に
も
い
ろ
い
ろ
変
遷
が
あ
っ
た
。
最
初
は
円
形
の
セ
ー
ロ
（
蒸
籠
）
の
底
に
ガ
ラ
ス
を
は
め
た
も
の
で
、
セ
ー
ロ
屋
が

売
り
出
し
た
。
こ
れ
は
軽
く
て
波
に
動
い
て
見
に
く
か
っ
た
の
で
、
四
分
板
で
底
辺
一
尺
四
方
、
上
方
は
や
や
寸
づ
ま
り
の
箱
を
造
り
、
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ガ
ラ
ス
を
張
っ
て
松
や
に
で
ア
カ
ド
メ
を
し
た
。
こ
れ
は
終
日
く
わ
え
て
い
る
と
、
松
や
に
が
臭
く
て
堪
え
ら
れ
な
い
の
で
、
ア
カ
止

め
に
紙
を
つ
め
て
売
り
出
し
た
の
が
大
工
の
宮
川
長
五
郎
氏
（
後
の
県
会
議
員
三
崎
町
長
三
崎
港
産
み
の
親
と
な
っ
た
時
代
の
先
覚

者
）。
こ
の
四
角
型
は
水
の
抵
抗
が
あ
っ
て
使
い
難
か
っ
た
の
で
、
桶
屋
が
ヨ
ー
バ
チ
（
魚
鉢
型
・
楕
円
型
）
の
も
の
を
造
り
、
そ
れ

が
今
日
の
円
形
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
初
め
カ
ガ
ミ
と
い
い
、
後
に
箱
目
鏡
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
最
初
の
箱
型
の
名
残
り
を
と
ど
め

て
い
る
。

三
崎
で
初
め
て
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
目
鏡
を
使
っ
た
の
が
明
治
二
十
年
で
あ
る
。
そ
の
時
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
初
め
て
海
底
を
見
た
時
の
驚

き
を
、
二ふ

た

町ま
ち

谷や

海か
い

外と

の
半
五
郎
丸
故
石
井
喜
太
郎
翁
は
、
生
前
私
に
こ
う
語
っ
た
。
〈
舟
に
持
っ
て
い
っ
て
の
ぞ
く
と
、
何
ン
ト
、
海

の
底
が
陸
の
通
り
に
メ
エ
る
じ
ゃ
ね
え
か
。
舟
を
ガ
ッ
パ
ン
コ
、
ガ
ッ
パ
ン
コ
、
カ
ー
ブ
ラ
か
し
て
（
揺
っ
て
）
み
て
も
矢
ッ
張
り
変

ン
ね
ェ
。
全
く
不
思
議
な
も
ん
だ
っ
た
な
ァ
〉
。

こ
の
箱
目
鏡
の
大
き
な
効
果
は
、
水
中
に
目
鏡
を
入
れ
る
た
め
に
魚
の
実
像
を
水
中
で
捉
え
る
―
従
前
の
水
面
か
ら
空
気
中
に
出
る

反
射
光
線
屈
折
の
原
理
の
支
配
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
鏡
の
使
用
か
ら
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
漁
は
広
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
目
鏡
の
口
に
渡
し
て
あ
る
横
木
を
咬
え
て
、
身
を
さ
か
さ
ま
に
終
日
浮
力
と
波
の
動
揺
に
逆
ら
っ
て
目
鏡
の
底
面
を

水
中
に
押
し
つ
け
る
首
の
力
、
―
こ
れ
だ
け
で
も
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
何
年
も
何
十
年
も
の
労
苦
の
跡
が
、
歯
の
当
っ
た

部
分
だ
け
削
っ
た
よ
う
に
横
木
に
残
っ
て
い
る注（2）
」。
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明治37年城ヶ島の漁業 

№ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

　 

七 目 網  

イナダ建網 

スズキ建網 

ブリ建網  

ワラサ建網 

エビ建網 

手 繰 網  

蛸 壺  

ボウチョウ 

壱 本 釣  

ノ ベ 縄  

潜 水 夫  

流 シ 網  

小 晒 網  

マ キ 網  

サイロ網  

棒 受 網  

浮 網  

ハ ギ 網  

漁船数 

2 5  

4 5  

2 0  

1  

3 0  

6 0  

1 2  

2  

3 0  

6 0  

4  

4 5  

1 4  

1 5  

1 2  

8  

4  

5  

2 5

総人員 

7 5  

9 0  

4 0  

2  

6 0  

1 2 0  

2 4  

4  

4 5  

6 0  

8  

4 5  

8 4  

4 5  

3 6  

1 6  

2 8  

1 0  

2 5

　 

2 , 2 5 0円  

1 , 3 5 0  

1 8 0  

2 4  

7 2 0  

8 , 1 0 0  

7 2 0  

1 2  

2 , 2 5 0  

5 , 4 0 0  

1 2  

8 , 1 0 0  

1 4 , 7 0 0  

2 , 8 0 0  

3 6 0  

1 4 4  

1 8 0  

3 0  

3 7 5

備　　　　　　　考 

壱艘ニ付三人乗 

　〃　　二人乗 

前同断 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

壱艘ニ付壱人半 

壱艘ニ付乗組壱人 

　　〃　　　二人 

　　〃　　　一人 

 

壱艘ニ付乗組三人 

前同断 

壱艘ニ付乗組員二人（サヨリ網） 

壱艘ニ付乗組七人 

　　〃　　　二名 

　　〃　　　一名 

漁業の 
　　名称 

漁獲物三ケ年 
平 均 金 額  

流シ網ハ他部落ヨリ雇入ノ者五十六名位コノ給料一ヶ月 
一名ニ付金８円５０銭９ヶ月支払フ一艘ニ付乗組六名 
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（
六
）
そ
の
他
の
漁
法
と
漁
具

明
治
三
十
七
年
の
城
ヶ
島
の
漁
業
は
表
に
示
し
た
通
り
、
十
九
種
類
に
の
ぼ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
た
め

表
に
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
漁
法
・
漁
具
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
『
城
ヶ
島
漁
撈
習
俗
調
査
報
告
書
』
三
浦
市
教
育
委
員
会

刊
（
一
九
七
一
年
）
の
中
に
記
載
し
た
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
七
）
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
そ
の
他
の
聞
取
り

こ
れ
ま
で
城
ヶ
島
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
海
辺
の
暮
ら
し
』
―
城
ヶ
島
民
俗
誌
―注（3）
に
よ
れ
ば
、「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
漁
」
に
つ
い
て
、

藤
田
留
吉
氏
か
ら
の
聞
書
調
査
の
結
果
が
あ
る
の
で
掲
げ
て
お
く
。

「
昔
は
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
二
人
で
操
業
し
た
。
一
人
が
ハ
サ
ミ
の
間
で
櫓
と
櫂
を
持
っ
た
。
櫓
は
左
手
で
こ
ぎ
、
櫂
は
右
手
で
あ
や
つ

っ
た
。
同
じ
ハ
サ
ミ
の
間
に
突
き
手
が
座
し
て
、
海
底
を
の
ぞ
い
て
、
魚
や
貝
を
捕
採
し
た
。
突
き
手
の
指
図
に
よ
っ
て
船
を
移
動
さ

せ
る
こ
と
も
す
る
が
、
小
さ
な
移
動
は
指
図
を
受
け
な
く
と
も
、
突
き
手
の
動
作
で
判
断
し
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
一
人
前
の
ト
モ
ロ

シ
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
船
を
前
進
さ
せ
る
場
合
は
櫓
を
押
し
、
前
進
を
と
め
る
時
、
及
び
後
進
さ
せ
る
時
は
櫂
を
使
用
し
た
。
左
右

へ
の
ま
わ
り
は
櫂
で
お
こ
な
っ
た
。
突
き
手
が
「
オ
サ
エ
、
ヒ
カ
エ
」
と
指
示
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ト
モ
ド
リ
を
つ
け
た
操
業
は
、

親
子
、
兄
弟
、
な
ど
で
組
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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ボ
ウ
チ
ョ
ウ
の
漁
場
は
島
の
ま
わ
り
と
諸
磯
も
ろ
い
そ

か
ら
宮
川
ま
で
の
地
先
で
あ
っ
た
。
特
に
宮
川
と
は
入
会
に
な
っ
て
い
て
、
宮
川
の
人

は
、
島
の
ワ
カ
メ
と
シ
イ
ノ
実
ぐ
ら
い
は
と
っ
て
も
よ
か
っ
た
が
、
売
る
た
め
に
ワ
カ
メ
を
採
取
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
宮
川

へ
は
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
漁
の
ほ
か
、
エ
ビ
網
漁
も
城
ヶ
島
か
ら
入
漁
で
き
た
。
ア
ワ
ビ
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
宮
川
の
地
先
は
豊
富
で
あ
っ
た
。

モ
グ
リ
は
毘
沙
門
ま
で
入
漁
で
き
た
。

話
者
の
藤
田
留
吉
氏
は
学
校
は
四
年
ま
で
い
き
、
卒
業
す
る
と
父
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
漁
は
お
じ
や
兄
に
見
習
っ
て

お
ぼ
え
た
。
あ
そ
こ
え
行
け
ば
ど
ん
な
魚
が
い
る
か
、
自
分
の
頭
で
覚
え
な
け
れ
ば
独
立
は
で
き
な
か
っ
た
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
専
門
の
人
は
体
が
弱
く
て
モ
グ
リ
の
出
来
な
い
人
で
、
た
い
て
い
の
人
は
夏
は
モ
グ
リ
を
や
っ
た
。
モ
グ
リ
は
骨
は
折

れ
る
が
、
漁
獲
は
多
か
っ
た
。
だ
か
ら
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
冬
場
の
漁
で
あ
っ
た
。
話
者
は
秋
に
な
る
と
ア
ジ
巻
き
網
や
カ
ワ
ハ
ギ
ス
ク
イ

を
や
っ
た
。

カ
ワ
ハ
ギ
ス
ク
イ
（
ゲ
バ
チ
袋
）
は
網
袋
に
サ
ザ
エ
の
餌
を
つ
け
、
そ
れ
を
海
底
に
お
ろ
し
て
、
カ
ワ
ハ
ギ
を
す
く
い
と
る
漁
法
で
、

深
さ
三
十
尋
か
ら
四
十
尋
の
海
域
で
お
こ
な
っ
た
。
時
期
は
十
月
頃
が
盛
漁
期
で
寒
く
な
る
と
入
り
が
わ
る
く
な
っ
た
。
大
漁
の
と
き

は
一
日
に
十
貫
目
以
上
も
す
く
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
平
均
的
に
は
五
貫
な
い
し
六
貫
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
袋
は
二
つ
お
ろ
し
、

一
つ
が
立
っ
て
し
ま
っ
た
ら
他
の
一
つ
を
お
ろ
す
と
い
う
工
合
に
交
互
に
袋
を
あ
げ
さ
げ
し
た
。
一
人
で
操
業
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ハ
ギ
ス
ク
イ
の
時
は
船
は
ア
ン
カ
ー
を
お
ろ
し
た
。
当
時
の
ア
ン
カ
ー
は
、
木
製
の
も
の
で
、
そ
れ
に
鉄
板
な
ど
を
と
り
つ
け
た
、

自
製
の
も
の
だ
っ
た
。

昔
は
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
魚
も
突
い
た
。
ブ
ダ
イ
な
ど
は
城
ヶ
島
の
表
（
北
側
）
で
も
つ
け
た
。
ブ
ダ
イ
の
小
さ
い
の
は
ビ
ン
タ
と
い
っ

た
が
、
こ
れ
な
ど
、
ア
ジ
モ
の
中
に
た
く
さ
ん
い
た
。
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
も
魚
突
き
の
上
手
な
漁
師
は
、
フ
シ
だ
け
で
な
く
ヤ
ス
も
持
っ
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て
い
て
、
ア
ジ
モ
や
カ
ジ
メ
の
中
に
い
る
魚
を
突
く
の
に
使
っ
た
。
ス
ズ
キ
、
セ
イ
ゴ
、
ブ
ダ
イ
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
魚
専

門
に
や
ら
な
い
人
は
フ
シ
は
持
っ
て
い
た
が
、
モ
リ
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

カ
ジ
メ
が
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
魚
が
い
る
。
カ
ジ
メ
が
生
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
だ
と
、
魚
が
い
た
に
し
て
も
、
魚
が
逃
げ
て
し

ま
う
の
で
、
魚
を
突
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

戦
争
中
（
太
平
洋
戦
争
中
）、
火
薬
の
原
料
に
す
る
と
い
っ
て
、
上
か
ら
の
命
令
で
、
他
の
商
売
を
し
な
い
で
、
カ
ジ
メ
刈
り
を
や

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
女
ど
も
も
出
て
カ
ジ
メ
干
し
を
手
伝
っ
た
。
こ
の
時
、
カ
ジ
メ
を
根
こ
そ
ぎ
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
す
っ
か

り
磯
が
荒
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
ま
り
カ
ジ
メ
を
切
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
い
け
な
い
。
カ
ジ
メ
は
古
い
も
の
は
自
然
と

か
れ
て
、
大
き
な
波
に
持
っ
て
行
か
れ
て
な
く
な
る
。
そ
の
あ
と
に
新
芽
が
出
て
く
る
。
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
は
、
そ
の
頃
の
方
が
ア
ワ
ビ
な

ど
採
取
す
る
に
は
と
り
や
す
い
。
だ
け
ど
そ
の
よ
う
な
状
態
の
と
き
は
、
ア
ワ
ビ
は
す
く
な
い
。
カ
ジ
メ
が
磯
に
び
っ
し
り
と
生
え
そ

ろ
い
、
二
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
ア
ワ
ビ
が
つ
い
て
く
る
。
ア
ワ
ビ
は
カ
ジ
メ
な
ど
を
食
べ
る
の
で
、
カ
ジ
メ
の
少
い
と
こ
ろ
で
は
ア
ワ
ビ

も
小
さ
い
。
カ
ジ
メ
の
か
れ
る
時
期
は
秋
の
頃
で
あ
る
。

明
治
の
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
〈
味
の
素
〉
の
前
身
で
あ
る
沃
度

よ
う
ど

会
社
が
、
カ
ジ
メ
の
買
い
占
め
を
し
た
と
き
、
城
ヶ
島
で

も
盛
ん
に
カ
ジ
メ
刈
り
を
や
っ
た
が
、
モ
グ
リ
を
や
る
人
は
あ
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
。
何
と
い
っ
て
も
モ
グ
リ
の
方
が
稼
ぎ
は
大
き
い
。

モ
グ
リ
で
は
石
の
下
で
も
、
カ
ジ
メ
の
下
で
も
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
も
ア
ワ
ビ
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
船
の

上
か
ら
の
ぞ
く
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
は
カ
ジ
メ
に
か
く
れ
て
見
え
な
い
場
合
が
多
い
。
モ
グ
リ
く
ら
い
、
い
い
商
売
は
な
い
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
夜
漁
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ご
く
昔
は
山
へ
行
っ
て
松
の
根
っ
こ
を
と
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
こ
ま
か
く
切

っ
て
、
そ
れ
を
燃
し
て
あ
か
り
に
し
た
。
そ
れ
を
ヒ
デ
松
と
い
っ
た
。
若
い
頃
は
カ
ー
バ
イ
ト
の
ガ
ス
灯
を
使
っ
た
。
夜
の
方
が
魚
の



動
き
が
す
く
な
く
、
突
き
や
す
か
っ
た
。
メ
ジ
ナ
な
ど
は
寒
の
う
ち
に
突
け
た
。
深
さ
は
せ
い
ぜ
い
一
ヒ
ロ
か
ら
二
ヒ
ロ
ぐ
ら
い
の
浅

い
と
こ
ろ
で
、
深
い
と
こ
ろ
は
だ
め
で
あ
っ
た
。

イ
セ
エ
ビ
は
、
オ
ド
シ
と
い
っ
て
、
生
き
た
タ
コ
を
棹
の
先
に
つ
け
て
、
エ
ビ
を
お
い
出
し
て
タ
マ
に
入
れ
て
と
る
漁
法
が
あ
っ
た
。

昭
和
の
初
め
頃
に
は
こ
の
漁
法
は
禁
止
と
な
っ
た
。

テ
ン
グ
サ
は
ヒ
ッ
カ
キ
と
呼
ぶ
櫛
状
の
道
具
を
使
っ
た
。
若
い
時
は
大
乗
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
鍛
冶
屋
で
主
に
作
っ
た
が
、
職
人
が

か
わ
る
と
評
判
が
悪
く
な
り
、
原は

ら

の
鍛
冶
屋
で
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
の
鍛
冶
屋
の
ヒ
ッ
カ
キ
の
方
が
工
合
が
よ
か
っ
た
。
ヒ
ッ
カ

キ
の
善
し
悪
し
は
櫛
の
歯
の
太
さ
に
あ
る
。
あ
ま
り
太
い
と
調
子
が
よ
く
な
い
。
ま
た
細
す
ぎ
て
も
弱
く
な
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
が

む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
（
調
査
当
時
）
商
売
を
し
て
い
る
北
条
の
鍛
冶
屋
は
原
の
鍛
冶
屋
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
ヒ
ッ
カ
キ

も
昔
に
く
ら
べ
る
と
す
こ
し
型
は
か
わ
っ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
目
鏡
は
昔
と
型
は
同
じ
で
あ
る
。
城
ヶ
島
の
人
は
主
に
城
村
の
桶
屋
で
作
っ
た
。
城
村
に
は
桶
屋
が
四
軒
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
な
じ
み
に
注
文
し
て
作
っ
た
。
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
も
、
上
手
な
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
は
相
当
の
収
入
に
お
け
る
開
き
が
で
き
た
。
ボ

ウ
チ
ョ
ウ
で
は
何
と
い
っ
て
も
眼
の
良
い
こ
と
が
肝
要
で
、
そ
れ
に
気
転
の
き
く
人
は
漁
獲
が
多
か
っ
た
。
モ
グ
リ
の
上
手
な
人
は
ボ

ウ
チ
ョ
ウ
も
上
手
で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
」。

ま
た
、
話
者
の
金
子
庄
八
氏
に
よ
れ
ば
、「
話
者
は
魚
を
よ
く
突
い
た
の
で
フ
シ
は
た
く
さ
ん
今
で
も
持
っ
て
い
る
。
フ
ン
ド
ン
ブ

シ
は
三
本
と
四
本
の
も
の
が
あ
り
、
三
本
の
フ
シ
の
方
が
通
り
が
よ
い
の
で
、
ヒ
ラ
メ
、
ア
ン
コ
ウ
、
エ
イ
な
ど
を
突
く
の
に
使
っ
た
。

七
貫
目
も
あ
る
エ
イ
を
突
い
た
こ
と
が
あ
る
。
四
本
の
フ
シ
で
は
ス
ミ
イ
カ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
コ
ウ
タ
イ
カ
な
ど
を
突
く
の
に
使
っ
た
。

三
本
ブ
シ
に
は
約
一
貫
五
百
匁
の
分
銅
を
つ
け
た
。
漁
に
行
く
と
き
に
は
フ
ン
ド
ン
ブ
シ
は
二
本
持
っ
て
行
っ
た
。
ボ
ラ
を
突
く
ボ
ラ

二
九

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]

田
　
T



ブ
シ
は
海
南
神
社
の
近
く
に
あ
っ
た
鍛
冶
屋
で
作
っ
た
。
房
州
へ
出
稼
ぎ
の
時
に
も
、
こ
の
フ
シ
を
持
っ
て
行
っ
た
。
ボ
ラ
ブ
シ
で
も

大
小
は
あ
る
が
、
そ
の
使
い
わ
け
は
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
大
き
め
の
フ
シ
を
使
い
、
浅
い
と
こ
ろ
で
は
小
さ
い
フ
シ
を
用
い
る
。
浅
い

と
こ
ろ
で
は
、
主
に
メ
バ
ル
、
ク
ロ
ダ
イ
、
タ
ナ
ゴ
な
ど
が
突
け
た
。

ス
ズ
キ
を
突
く
に
は
モ
リ
を
用
い
た
。
大
き
い
魚
の
場
合
は
魚
が
あ
ば
れ
て
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
モ
リ
の
方
が
安
全

だ
っ
た
。
モ
リ
は
二
本
（
二
叉
）
で
銛
先
も
二
つ
あ
っ
た
。
埋
立
て
前
の
城
ヶ
島
の
遊
ヶ
崎
あ
た
り
の
海
辺
は
、
冬
に
な
る
と
バ
ラ
モ

ク
（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
）
で
、
そ
こ
を
船
を
こ
い
で
通
れ
な
い
程
だ
っ
た
。
だ
か
ら
そ
の
頃
は
ア
ラ
カ
イ
方
を
ま
わ
っ
て
通
っ
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
バ
ラ
モ
ク
の
下
に
は
メ
バ
ル
や
タ
ナ
ゴ
が
つ
い
た
。
黒
島
か
ら
現
在
水
産
試
験
場
が
あ
る
前
あ
た
り
は
モ
バ
と
い
っ
て
、
三

尋
ぐ
ら
い
の
セ
ン
パ
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
た
。
そ
れ
に
セ
イ
ゴ
や
ス
ズ
キ
が
つ
い
て
い
た
。
年
の
暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
、
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
大
き
な
ス
ズ
キ
が
突
け
た
。
若
い
頃
、
大
き
な
ス
ズ
キ
は
一
本
一
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
と
っ
た
魚
は
キ
ズ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
割
に
値
は
良
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
網
で
と
れ
る
魚
は
朝
水
揚
げ
し
て
、

そ
の
晩
の
蒸
気
船
に
積
ん
で
東
京
へ
出
荷
し
た
。
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
の
魚
は
夕
方
水
揚
げ
し
て
夜
の
八
時
頃
蒸
気
船
に
積
む
の
で
、
魚
が
新

鮮
で
、
キ
ズ
が
あ
っ
て
も
値
が
よ
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
キ
ズ
が
大
き
い
と
安
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
魚
を
突
く
時
は
頭
を
ね
ら

っ
て
突
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
魚
の
尾
を
突
く
と
、
魚
が
あ
ば
れ
て
、
も
う
一
つ
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
キ
ズ
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
魚
は
商
品
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
夜
づ
き
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
カ
ー
バ
イ
ト
の
ガ
ス
灯
を
つ
け
て
、
一
尋
か

二
尋
の
と
こ
ろ
を
の
ぞ
い
た
が
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
夜
の
磯
で
は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、
イ
セ
エ
ビ
な
ど
は
移
動
す
る
。
や

が
て
夜
漁
は
禁
止
に
な
っ
た
。

モ
ク
（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
）
は
肥
料
と
な
っ
た
の
で
、
採
取
し
た
。
し
か
し
城
ヶ
島
の
畑
は
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
そ
う
多
く
な
い
の
で
、

モ
ク
の
採
取
は
他
の
村
を
入
漁
さ
せ
た
。
毘
沙
門
、
宮
川
と
は
入
会
と
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
モ
ク
は
毘
沙
門
や
宮
川
か
ら
採
取
に
も
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き
た
。
そ
の
か
わ
り
、
毘
沙
門
や
宮
川
で
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
漁
が
で
き
た
」
と
い
う
。

明
治
三
十
七
年
の
城
ヶ
島
に
お
け
る
魚
種
・
漁
法
を
み
る
と
、『
三
崎
町
史
』（
上
巻
）
に
、「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」
漁
船
数
三
十
、
総
人

数
四
十
五
、
漁
獲
物
三
ヶ
年
平
均
額
二
、
二
五
〇
円
と
あ
り
、
十
九
の
漁
業
の
名
称
中
、
平
均
金
額
は
七
目
網
と
並
ん
で
六
番
目
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
み
る
と
、
か
な
り
重
要
な
漁
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」
の
項
に
「
壱
艘
ニ
付
壱
人
半
」
と
み
え
る
。
こ
の
「
壱
人
半
」
の
「
半
」
と
い
う
の
は
「
半
人
前
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

明
治
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に
お
け
る
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」
漁
は
二
人
乘
り
で
出
漁
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、「
ト

メ
」
と
か
「
ト
メ
ッ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
弱
年
労
働
者
（
尋
常
小
学
校
在
学
中
ま
た
は
卒
業
程
度
の
年
齢
層
の
こ
ど
も
）
を
ボ
ウ
チ
ョ
ウ

ブ
ネ
に
同
乘
さ
せ
た
。「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」
と
よ
ば
れ
る
漁
撈
の
手
助
け
（
作
業
分
担
・
修
行
・
見
習
い
）
を
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
一

人
前
に
な
る
ま
で
の
見
習
い
期
間
の
仕
事
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
種
の
伝
統
的
な
漁
撈
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
修
行
期
間
で
あ
っ
た
。

話
者
の
池
田
与
七
氏
（
大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
生
）
に
よ
れ
ば
、
祖
父
（
タ
ツ
蔵
）
の
時
代
か
ら
、
父
（
初
蔵
）
と
、
代
々
に
わ

た
り
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
で
、
自
分
も
父
親
の
船
に
「
ト
メ
」
で
二
年
ほ
ど
乘
っ
た
と
い
う
。
ト
メ
は
船
の
「
ト
モ
」

で
櫓
と
櫂
を
あ
や
つ
り
、
父
親
は
「
ハ
サ
ミ
」
の
ト
リ
カ
ジ
側
で
メ
ガ
ネ
で
海
中
、
海
底
を
覗
き
見
な
が
ら
作
業
を
し
た
。
こ
の
時
、

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
使
用
す
る
道
具
は
「
オ
モ
カ
ジ
」
側
に
置
い
て
あ
る
。

三
浦
三
崎
や
城
ヶ
島
で
は
一
人
前
の
漁
民
の
代し

ろ

分わ

け
（
給
与
・
分
け
前
）
を
「
ヒ
ト
シ
ロ
」（
一
代
）
と
い
い
、
半
人
前
は
五
分
、
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少
々
経
験
を
つ
む
と
七
分
・
八
分
と
い
う
よ
う
に
分
け
前
（
給
与
）
に
差
を
つ
け
た
。
船
頭
な
ど
の
役
職
に
な
る
と
、
一
人
前
の
漁
師

以
上
に
一
代
二
分
と
か
一
代
半
と
い
う
よ
う
に
仕
事
の
役
割
・
内
容
に
よ
っ
て
分
け
前
が
加
算
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
「
壱
人

半
」
と
い
う
の
は
一
人
前
の
漁
師
と
見
習
い
の
「
ト
メ
」
を
乘
せ
て
の
漁
撈
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
ト
メ
」
を
乘
せ
て
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」
漁
に
出
る
と
き
は
、
ト
メ
は
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ
の
ト
モ
の
ト
リ
カ
ジ
側
（
進
行
方
向
左
側
）

で
櫓
を
押
し
、
櫂
を
あ
や
つ
る
こ
と
を
「
ト
モ
」
で
「
ト
メ
」
が
一
人
で
お
こ
な
う
こ
と
は
上
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ボ
ウ

チ
ョ
ウ
を
す
る
者
は
「
ハ
サ
ミ
」
の
ト
リ
カ
ジ
側
で
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
時
、
道
具
は
す
べ
て
オ
モ
カ
ジ
側
に
置
く
こ
と
も
前

述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
一
人
だ
け
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ
に
乘
っ
て
「
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
」（
漁
）
を
お
こ
な
う
こ
と
も
、
と
き
に
は
あ
っ
た
。
一

人
で
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
お
こ
な
う
場
合
は
、
二
人
の
時
と
は
別
に
、「
ト
モ
」
の
オ
モ
カ
ジ
側
（
進
行
方
向
右
側
）
に
座
り
、
一
人
で
櫓

と
櫂
を
あ
や
つ
る
。
櫂
は
手
で
持
つ
だ
け
な
の
で
、
使
用
し
な
い
時
は
船
上
に
あ
げ
て
お
き
、
次
の
作
業
に
移
る
。
こ
の
時
は
棹
な
ど

の
道
具
類
を
ト
リ
カ
ジ
側
の
「
ド
ド
コ
」
の
上
に
乘
せ
、
作
業
を
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。

話
者
の
池
田
与
七
氏
に
よ
れ
ば
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
に
用
い
る
タ
ケ
（
棹
・
竿
・
柄
）
は
、
城
ヶ
島
の
島
内
で
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
宮
田
（
上
宮
田
・
下
宮
田
）
や
高
円
坊
方
面
へ
切
り
に
行
っ
た
。
九
月
過
ぎ
に
な
る
と
仲
間
三
人
、
四
人
と
連
れ

だ
ち
、
農
家
を
ま
わ
っ
て
竹
を
切
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
時
は
土
産
に
魚
を
持
っ
て
い
っ
た
り
し
た
が
、
宮
田
方
面
で
一
本
二
十
円

と
か
三
十
円
を
支
払
っ
た
。
昭
和
年
代
の
終
り
頃
ま
で
竹
を
買
い
に
出
か
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
城
ヶ
島
に
竹
を
植
え
た
（
後
述
）
し
、

棹
は
竹
材
か
ら
化
学
材
料
（
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
）
に
変
っ
て
き
た
。
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ボ
ウ
チ
ョ
ウ
に
使
用
す
る
タ
ケ
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
頃
に
切
る
の
が
良
い
と
い
う
。

若
い
竹
は
半
年
も
す
る
と
根
元
か
ら
数
え
て
三
段
か
四
段
ほ
ど
枝
が
生
え
て
く
る
の
で
、
そ
の
頃
の
竹
材
を
選
ん
で
切
っ
た
。
古
い

竹
を
切
っ
て
使
う
と
、
冬
場
に
な
っ
て
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、

「
竹
が
パ
チ
、
パ
チ
」
と
ひ
び
割
れ
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
ま
た
、
若
い
竹
材
の
ほ
う
が
タ
メ
ル
（
ま
っ
す
ぐ
に
直
す
）
の
に
作
業

が
し
や
す
い
と
聞
い
た
。

同
じ
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
を
す
る
場
合
で
も
、
水
深
の
よ
り
深
い
場
所
で
漁
を
す
る
人
は
、
コ
ワ
イ
竹
（
古
い
竹
は
長
さ
が
長
い
）

を
切
っ
て
使
う
場
合
も
あ
る
。
若
い
人
は
水
深
の
深
い
場
所
で
漁
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
長
い
竹
棹
を
使
え
ば
、
数
を
つ
な

げ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。

若
い
竹
は
短
か
い
が
、
人
に
よ
っ
て
、
若
い
竹
棹
を
使
っ
た
り
、
コ
ワ
イ
竹
（
一
年
か
ら
二
年
た
っ
た
年
数
の
た
っ
た
古
い
竹
だ
が
、

長
さ
は
あ
る
）
を
使
っ
た
り
し
た
。
話
者
は
父
（
初
蔵
氏
）
の
頃
か
ら
葉
が
二
段
か
ら
三
段
つ
い
た
比
較
的
若
い
竹
を
選
ん
で
使
っ
て

き
た
と
い
う
。

ま
た
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
は
眼
が
良
く
な
い
と
い
け
な
い
が
、
父
親
（
初
蔵
氏
）
は
と
て
も
眼
の
良
い
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
四
斗
樽
に
二
杯
も
磯
魚
を
突
い
て
く
る
時
が
あ
り
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
で
は
城
ヶ
島
で
父
親
の
右
に
出
る
人
は
い
な
か
っ

た
と
い
う
。

城
ヶ
島
に
竹
を
植
え
た
の
は
誰
れ
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
生
ま
れ
の
話
者
（
池
田
与
七
氏
）
が
小
学
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生
の
頃
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
昭
和
初
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
移
植
し
た
の
は
、
竹
の
根
を
も
ら
っ
て
き
た
、
自
分
よ
り
二
十

歳
も
年
上
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
話
者
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
頃
に
竹
は
生
え
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
城
ヶ
島
の
竹
は
西
へ
西
へ
と
の
び
て
増
え
、
そ
れ
を
切
っ
て
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
の
棹
（
竿
・
柄
）
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
竹
棹
（
竿
）
に
不
自
由
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
竹
の
長
さ
も
四
尋
ぐ
ら
い
の
棹
（
竿
）
は
島
内
で
ま
か
な
え
る
。

ま
た
、
別
の
話
者
（
加
藤
治
彦
氏
）
に
よ
れ
ば
、
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
お
こ
な
う
際
、
竹
棹
（
竿
）
が
軽
く
て
、
浮
力
で
浮
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
、
竹
の
節
を
ぬ
き
、
中
に
浜
砂
を
入
れ
て
、
あ
る
程
度
の
重
さ
を
も
た
せ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
。
海
中
で
使
用

し
て
み
て
、
竹
棹
が
浮
力
を
も
ち
、
思
う
よ
う
に
あ
や
つ
れ
な
い
。「
竹
棹
が
浮
い
て
し
ま
う
」
と
き
に
は
砂
を
入
れ
、
重
さ
を
つ
け

て
調
整
し
た
。

竹
の
中
に
入
れ
る
砂
は
ど
こ
の
浜
の
も
の
で
も
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
城
ヶ
島
に
お
い
て
は
、
島
の
裏
側
（
太
平
洋
に
面
し

た
）
赤
羽
根
海
岸
に
あ
る
砂
が
最
も
良
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
赤
羽
根
海
岸
の
砂
は
鉄
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
重
量
が
あ

る
た
め
だ
と
い
う
。

赤
羽
根
海
岸
の
砂
に
は
鉄
分
が
多
く
、
良
質
の
「
砂
鉄
」
な
の
で
、
貝
殻
な
ど
が
ま
じ
っ
て
い
な
い
た
め
黒
々
と
し
た
色
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
話
者
に
よ
れ
ば
、
良
質
の
砂
鉄
で
あ
る
証
し
に
は
、
地
元
の
人
々
が
、
夏
季
に
赤
羽
根
海
岸
の
近
く
で
モ
グ
リ
（
裸
潜
水

漁
）
を
お
こ
な
い
、
ア
ワ
ビ
な
ど
を
採
取
し
た
あ
と
、
寒
く
な
っ
て
岡
に
あ
が
り
、
砂
浜
の
焚
火
で
採
煖
し
て
い
る
際
、
焚
火
の
周
囲

に
立
っ
て
、
砂
の
上
に
い
る
と
、
足
の
裏
ば
か
り
が
熱
く
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
は
鉄
分
が
多
く
、
太
陽
光
線
で
熱
せ

ら
れ
て
い
る
た
め
だ
と
聞
い
た
。
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話
者
の
池
田
与
七
氏
に
よ
れ
ば
、「
ヒ
ジ
キ
」（
刈
り
）
は
「
ヨ
イ
ソ
」
で
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
「
ヨ
イ
ソ
」
と
い
い
、
十
二
月
頃
か
ら
夜
間
に
汐
が
引
き
は
じ
め
る
季
節
に
あ
わ
せ
て
岩
場

に
出
か
け
、
ヒ
ジ
キ
取
り
（
刈
り
）
を
お
こ
な
っ
た
。
夜
間
の
岩
場
で
の
作
業
の
た
め
、
危
険
を
と
も
な
う
た
め
、
年
寄
り
は
あ
ま
り

参
加
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
、
ほ
と
ん
ど
の
島
民
は
出
か
け
た
。

昭
和
十
二
年
二
月
一
日
に
城
ヶ
島
で
大
火
が
あ
り
、
島
内
に
あ
っ
た
常
光
寺
も
本
堂
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
島
民
が

寺
を
再
建
す
る
た
め
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
こ
ぞ
っ
て
「
ヨ
イ
ソ
」
に
出
か
け
、
ヒ
ジ
キ
刈
り
を
お
こ
な
っ
て
資
金
を
積
立
て

た
。
調
査
当
時
は
ヒ
ジ
キ
刈
り
は
四
月
頃
、
あ
た
た
か
く
な
っ
て
採
取
し
て
い
た
。

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
の
う
ち
で
も
磯
魚
を
突
く
に
は
技
術
的
に
熟
練
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
わ
せ
て
魚
の
習
性
を
熟
知

し
て
い
な
け
れ
ば
、
多
く
の
漁
獲
は
望
め
な
い
。

メ
バ
ル
は
二
匹
、
三
匹
と
集
ま
っ
て
上
を
向
い
て
い
る
。
他
の
魚
が
一
緒
に
い
る
場
合
な
ど
、
最
初
に
メ
バ
ル
を
ね
ら
っ
て
突
か
な

い
と
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
突
け
な
い
。
メ
バ
ル
は
か
し
こ
い
魚
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
メ
バ
ル
を
一
キ
ロ
も
突
く
こ
と
は
め
っ
た

に
な
い
。

メ
バ
ル
、
カ
ワ
ハ
ギ
は
秋
口
や
冬
場
に
も
い
る
が
秋
口
に
は
浅
い
方
（
ア
サ
ミ
）
に
あ
が
っ
て
く
る
が
、
冬
場
に
な
る
と
深
い
方
へ

行
っ
て
し
ま
う
。

イ
シ
ダ
イ
は
春
先
に
な
る
と
、
子
ど
も
を
持
つ
の
で
浅
い
方
（
ア
サ
ミ
）
に
あ
が
っ
て
く
る
。

ス
ズ
キ
は
子
ど
も
を
も
つ
と
、
東
京
湾
か
ら
お
ち
て
く
る
。
十
一
月
は
じ
め
頃
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
お
ち
は
じ
め
、
十
二
月
い
っ
ぱ
い
で
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終
る
の
で
、
そ
の
時
期
を
ね
ら
う
。

タ
コ
は
一
年
中
、
捕
獲
対
象
に
な
っ
た
。

ナ
マ
コ
は
話
者
が
若
い
頃
（
昭
和
の
初
期
頃
）
は
捕
獲
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
ト
コ
ブ
シ
な
ど
は
採
取
す
れ
ば
一
日
に
七
キ
ロ

な
い
し
八
キ
ロ
も
採
取
で
き
た
が
商
品
価
値
が
な
か
っ
た
。

ヒ
ラ
メ
は
ヒ
ラ
マ
に
い
る
の
を
突
く
。
冬
場
に
な
る
と
ヒ
ラ
メ
だ
け
を
専
門
に
突
き
に
出
か
け
た
。
深
さ
十
二
尋
か
ら
十
三
尋
、
さ

ら
に
深
い
場
所
で
は
十
四
尋
か
ら
十
五
尋
の
深
さ
の
ヒ
ラ
メ
を
突
い
た
。
冬
に
な
る
と
潮
が
澄
む
の
で
深
い
場
所
で
も
ボ
ウ
チ
ョ
ウ

（
漁
）
は
で
き
た
。「
オ
ト
シ
」
と
よ
ば
れ
る
「
フ
ン
ド
ン
ブ
シ
」
ま
た
は
「
フ
ン
ド
ン
モ
リ
」
を
使
っ
た
（
前
述
）。
フ
ン
ド
ン
ブ
シ

を
吊
す
紐
を
四
本
に
「
オ
リ
ッ
テ
」
お
く
（
四
つ
お
り
に
し
て
お
く
）
と
紐
が
ま
わ
ら
な
い
で
海
底
に
達
す
る
。

昭
和
の
初
期
に
は
ヤ
リ
イ
カ
が
冬
の
季
節
に
な
る
と
き
た
の
で
、
冬
の
夜
の
漁
と
し
ヤ
リ
イ
カ
釣
り
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

ヤ
リ
イ
カ
は
ゴ
ト
ア
ミ
（
網
）
を
使
っ
て
捕
獲
し
た
。

漁
獲
物
の
処
理
に
つ
い
て
聞
く
と
、
三
崎
に
カ
エ
ン
マ
ル
、
ヤ
マ
ヤ
な
ど
の
仲
買
人
が
い
た
の
で
、
漁
の
帰
り
に
三
崎
に
よ
っ
て
、

仲
買
人
に
売
っ
た
と
い
う
。
ま
た
終
戦
後
（
昭
和
二
十
年
以
後
）
は
城
ヶ
島
に
も
鮮
魚
仲
買
が
二
人
い
た
の
で
、
そ
こ
に
売
り
渡
し
た

と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
仲
買
人
の
定
休
日
（
公
休
日
）
な
ど
に
出
漁
し
た
日
は
、
漁
獲
物
を
売
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
自
宅
に
持
ち
帰
り
、

自
分
の
家
で
氷
に
入
れ
て
翌
日
ま
で
も
た
せ
て
売
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
い
た
。
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（
八
）
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ
（
漁
船
）

と
漁
具

ボ
ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
に
使
用
す
る
漁
船

は
、
城
ヶ
島
に
お
け
る
木
造
和
船
と
し
て

は
最
も
小
型
の
ぶ
る
い
に
は
い
る
。
こ
の

船
は
、
夏
季
の
モ
グ
リ
（
裸
潜
水
漁
）
で

使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
「
モ
グ
リ
ブ
ネ
」

の
名
で
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
ち
が
い
は

「
ハ
サ
ミ
」
の
部
分
に
モ
グ
リ
が
採
煖
す

る
た
め
の
「
ヒ
ド
コ
」（
火
床
）
を
設
け

る
だ
け
の
ち
が
い
に
す
ぎ
な
い
。

本
稿
で
は
城
ヶ
島
の
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
ブ
ネ

（
舫
d
船
）
の
図
を
示
す
に
と
ど
め
る
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
柮
稿
『
漁
船
の
総
合

的
研
究
』
―
三
浦
半
島
に
お
け
る
民
俗
資

三
七

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]
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城ヶ島のボウチョウブネ（舫d船）



料
と
し
て
の
漁
船
を
中
心
に
―注（4）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
九
）
ま
と
め

こ
の
資
料
調
査
は
昭
和
四
十
五
年
に
実
施
し
た
「
城
ヶ
島
漁
撈
習
俗
調
査
」
が
基
盤
（
母
体
）
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
当
時
在
住
の
話
者
・
青
木
広
吉
氏
（
明
治
二
十
一
年
九
月
十
日
生
）
・
池
田
熊
吉
氏
（
明
治
二
十
五
年
十
月
十
七
日

生
）
・
池
田
新
三
郎
氏
（
大
正
十
年
八
月
十
日
生
）
・
石
橋
七
三
郎
氏
（
明
治
三
十
年
七
月
十
三
日
生
）
・
石
橋
敏
蔵
氏
（
大
正
十
四

年
三
月
二
日
生
）
・
青
木
倉
吉
氏
（
大
正
十
三
年
七
月
一
日
生
）
・
金
子
三
吉
氏
（
大
正
五
年
十
一
月
十
七
日
生
）
・
金
子
庄
八
氏

（
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
生
）
の
各
氏
を
は
じ
め
大
勢
の
島
の
方
々
か
ら
聞
取
り
の
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
今
回
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
特
に
城
ヶ
島
で
伝
統
的
な
「
見
突
き
漁
」（
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
・
舫
d
）
を
三
代
に
わ
た
っ

て
お
こ
な
っ
て
き
た
池
田
与
七
氏
（
大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
生
）
に
は
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
十
八
日
・
十
九
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
聞
取
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
藤
田
留

吉
氏
な
ら
び
に
加
藤
治
彦
氏
の
ご
協
力
も
た
ま
わ
っ
た
。

調
査
地
の
城
ヶ
島
に
お
け
る
漁
撈
活
動
は
、
基
本
的
に
夏
季
の
モ
グ
リ
（
裸
潜
水
漁
）
と
冬
季
の
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
で
成
り
た
っ
て
き
た
。

毎
年
、「
二
月
か
ら
三
月
に
な
る
と
潮
が
く
ら
ん
で
く
る
」
と
地
元
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
海
水
温
が
上
昇
し
は
じ
め
る
と
潮
が
濁

り
だ
す
の
で
ボ
ウ
チ
ョ
ウ
を
や
め
モ
グ
リ
（
漁
）
を
は
じ
め
、
ま
た
秋
口
に
な
っ
て
寒
く
な
り
、
あ
わ
せ
て
潮
が
澄
み
は
じ
め
る
と
ボ
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ウ
チ
ョ
ウ
（
漁
）
を
は
じ
め
る
と
い
う
伝
統
的
な
漁
撈
方
法
の
組
み
合
わ
せ
が
島
民
の
生
業
の
基
本
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
わ
が
国
に
お
け
る
磯
漁
業
の
典
型
を
示
す
地
域
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
て
お
り
、「
磯
漁
伝
統
の
研
究
」
を
お
こ
な

う
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
末
筆
な
が
ら
話
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
城
ヶ
島
漁
業
協
同
組
合
、
三
浦
市
教
育
委
員
会
の
関
係
各
位
に
謝
意
を
表
す
る
し
だ

い
で
あ
る
。注

(１)

田
辺
　
悟
『
城
ヶ
島
漁
撈
習
俗
調
査
報
告
書
』

三
浦
市
教
育
委
員
会
刊
　
一
九
七
一
年

田
辺
　
悟
「
城
ヶ
島
漁
村
の
成
立
過
程
と
人
口
の
変
遷
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」

三
浦
市
立
三
崎
中
学
校
　
一
九
六
八
年

三
浦
市
教
育
委
員
会
『
海
辺
の
暮
ら
し
』（
城
ヶ
島
民
俗
誌
）

三
浦
市
民
俗
シ
リ
ー
ズ
（
Ⅱ
）

三
浦
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
六
年

三
浦
市
教
育
委
員
会
編
『
城
ヶ
島
村
沿
革
畧
誌
』

三
浦
市
民
俗
シ
リ
ー
ズ
（
Ⅸ
）

三
浦
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
三
年

(２)

内
海
延
吉
『
海
鳥
の
な
げ
き
』

一
五
四
頁
―
五
頁
　
い
さ
な
書
房
　
一
九
六
〇
年

三
九

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]
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(３)

前
掲
書
『
海
辺
の
暮
ら
し
』（
城
ヶ
島
民
俗
誌
）

十
六
頁
―
二
十
一
頁
―
四
頁

(４)

田
辺
　
悟
『
漁
船
の
総
合
的
研
究
』
―
三
浦
半
島
に
お
け
る
民
俗
資
料
と
し
て
の
漁
船
を
中
心
―
　
横
須
賀
市
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）

横
須
賀
市
博
物
館
　
第
十
七
号
・
一
九
七
四
　
第
十
八
号
・
一
九
七
五

（
た
な
べ
　
さ
と
る
　
本
学
教
授
）
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四
一

日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究

[Ⅹ]

田
　
T

ハコメガネ
サワラ材高さ（深さ）33㎝
ガラスの直径 33㎝
上部の直径 23㎝

ボウチョウブネ
（舫d船）

全長６ｍ34㎝

肩幅１ｍ18㎝

ボウチョウ漁具

上から

コゾ・サザエブシ

オオコゾ・ヤス（フシ）

ワカメガマなど

フンドンブシ（バラブシ）


